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　令和２年度青森県学校保健・安全・給食研究大会が、五所川原市において開催できま
すことを心からお礼申し上げます。
　皆様には、本県幼児児童生徒が生涯にわたり健康で安全な生活を送ることができるよう、
日頃より学校保健、学校安全及び食に関する指導に御尽力いただいておりますことに対し、
深く感謝と敬意を表します。
　また、今般の新型コロナウイルス感染症をめぐっても、子どもたちの健やかな学びの
保障のため、様々な対策を講じていただき、重ねて感謝申し上げます。
　さて、近年、幼児児童生徒を取り巻く環境の目まぐるしい変化を背景として、生活習
慣の乱れ、食物アレルギー等のアレルギー疾患、ゲーム依存など様々な課題が生じており、
学校における対応も多様化、複雑化してきています。また、学校管理下のみならず、家
庭や社会生活における事件・事故、自然災害など、多くの危険から幼児児童生徒を守る
ため、安全教育の充実、環境整備、子どもたちの心のケア等がますます重要となってお
ります。
　これらの課題の解決を図るため、学校、家庭及び地域社会が一体となり、確かな学力
の向上、豊かな心と健やかな体の育成を本県における重要な教育課題として、学校教育
を推進していく必要があります。
　県教育委員会では、「新しい時代を主体的に切り拓く人づくり」を目指し、教育活動を
とおして、生涯にわたって自ら進んで運動に親しみ、健康で安全な生活と豊かなスポー
ツライフを送ることができるよう、家庭や地域社会との連携を図りながら、心と体を一
体として捉え、健やかな体を育む教育の推進に努めているところです。
　このような中、「心豊かでたくましく生きる子どもを育む健康教育」を主題とし、本研
究大会が開催されますことは誠に意義深いものがあり、その成果が今後の本県の健康教
育の推進に大きく寄与するものと期待しております。
　結びに、御参会の皆様の更なる御活躍と御健康を祈念申し上げ、あいさつといたします。

あ　い　さ　つ

 青森県教育委員会　　　　　　　　　　
 教育長　 和　嶋　延　寿　　
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　令和２年度青森県学校保健・安全・給食研究大会が、県内各地から多くの関係者をお
迎えし、ここ五所川原市で開催できますことを、心よりお喜び申し上げます。
　皆様には、平素より、学校保健、学校安全、学校給食の推進及び子どもたちの健康保
持増進に御指導、御協力いただいておりますことに対し、深く感謝申し上げるとともに、
心から敬意を表します。
　さて、食に関する問題や肥満、アレルギー疾患、いじめや心の健康問題、安全を脅か
す事件・事故、自然災害への対応等、子どもたちの健康や安全・安心の確保に向けた課
題は多岐にわたっており、その解決へ向け、学校、家庭及び地域社会が一丸となって子
どもたちを見守り、支援していくことが、学校保健に携わる私たちに課せられた大きな
使命であると考えております。特に、今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、
より一層学校においては、家庭及び地域社会と連携を密にした対応が重要となっており
ます。
　このような折に、県内各地から学校保健、学校安全及び食に関する指導に関係する多
くの方々が一堂に会し、「心豊かでたくましく生きる子どもを育む健康教育」を主題とし
て研究を深められますことは誠に意味深く、この大会の成果が、今後の学校保健活動に
活かされ、子どもたちの健康づくりに寄与することを期待しております。
　青森県学校保健会においても、未来を担う子どもたちの健やかな成長のため、学校保
健活動への支援や各種大会及び研修会の開催など、学校保健活動の一層の向上に向け鋭
意努力しているところであります。
　今後とも、本会は学校・家庭・地域をつなぐ役割を担うとともに、県教育委員会をは
じめ、各郡市学校保健会、関係団体などと連携し、本県の健康教育の充実発展に努めて
参りたいと考えておりますので、皆様の御協力をお願い申し上げます。
　終わりに、本大会の開催に当たり、多大なる御尽力をいただきました五所川原市学校
保健会、大会実行委員会をはじめ、関係者各位に対し心から感謝申し上げますとともに、
御参会の皆様にとって実り多い有意義な大会となりますことを御祈念申し上げ、あいさ
つといたします。

あ　い　さ　つ

 青森県学校保健会　　　　　　　　　　
 会　長　 齊　藤　　　勝　　
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　令和２年度青森県学校保健・安全・給食研究大会が、県内各地から多くの方々をお迎
えし、五所川原市において盛大に開催できますことを心よりお喜び申し上げます。
　本県における健康教育は、年を追うごとに充実をみておりますが、これも御参会の皆
様方をはじめ、関係各位の長年にわたる御努力の賜と深く敬意を表します。
　さて、今年は新型コロナウイルス感染症の影響で長期にわたる学校臨時休業が行われ、
その間、学校給食の提供もなくなりましたが、それにより、子どもたちの栄養バランス
や保護者の負担増を心配する声もありました。また、学校給食施設等をはじめ、食材の
生産、流通、販売に関わる事業者の活動にも大きな影響を及ぼしました。あらためて学
校給食が子どもたちの食を支えていること、そして、様々な人たちの関わりにより成り
立っていることを認識したところであります。
　近年は、食に関連した健康問題が課題となっていますが、生涯をとおして健全な食生
活を実践していくためには、子どもの頃からの食育が大切です。特に、学校給食は、成
長期にある子どもたちにとって、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、
食料の生産や食文化についての理解を深めることのできる「生きた教材」として、重要
な役割を果たしております。
　このため、学校給食の歴史と共に歩んできた当給食会では、食をとおして本県健康教
育の充実発展に資するため、学校給食関係者等の研修会の開催や学校給食関係団体の食
育活動の支援を行うとともに、青森県の特産品を活用した地場産物加工品や減塩等の健
康に配慮した食材の開発などに積極的に取り組んでおります。
　このような中、本大会が「心豊かでたくましく生きる子どもを育む健康教育」を主題
として開催され、学校保健・学校安全及び学校給食に関わる諸問題について研究協議さ
れますことは誠に意義深いことであり、その成果に大きな期待を寄せております。
　結びに、本大会の開催にあたり御尽力いただきました関係各位の皆様に心からお礼申
し上げますとともに、御参会の皆様方の御活躍と御健勝を祈念申し上げ、あいさつとい
たします。

あ　い　さ　つ

 公益財団法人青森県学校給食会　　　　　
 理事長　 佐　藤　　　宰　　
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　日本のみならず世界中が、コロナ禍での人々の新しい生活様式、よりよい社会の在り方
を模索しつつ、その終息を願う日々が続いておりますが、県内各地から多数の学校保健、
学校安全、学校給食に携わる皆様の御参会をいただき、令和２年度青森県学校保健・安全・
給食研究大会を、ここ五所川原市において開催できますことを喜ばしく思います。
　本大会の開催にあたり御協力くださいました大会実行委員会、五所川原市学校保健会を
はじめ、青森県、西つがる、北五の各学校保健会の皆様、青森県学校給食会ほか関係各位
に敬意と感謝を表します。
　さて、近年の社会情勢や生活様式の急激な変化が、子供の心身の健康に大きな影響を及
ぼし、生活リズムの乱れ、体力低下、肥満、心の健康問題など多岐にわたる健康問題を生
じさせる一方で、多発する自然災害や子供が巻き込まれる事件・事故、児童虐待の問題など、
子供の安全・安心の確保に向けて解決すべき喫緊の課題も多い状況が続いております。こ
れらの問題や課題に対処するには、各家庭や学校だけでなく、教育委員会、地域の関係機関・
団体を含めた社会全体が一丸となって協働し、それぞれが創意工夫を生かし強い信念をもっ
て取り組むことが重要であると考えております。
　このような中、「豊かな心と健やかな体の育成」を五所川原市学校教育の課題の一つに掲
げ、基本的な生活習慣の確立や望ましい人間関係づくりに向けた家庭や地域社会との連携、
いじめの根絶や問題行動・不登校等の未然防止に向けた、児童生徒が主体となった取組の
推進などに、市内全小・中学校において積極的に取り組んでいただいているところです。
　本大会では、「心豊かでたくましく生きる子どもの育成」を目指す五所川原小学校での学
校保健、学校安全及び食に関する指導に関連した実践及び課題別分科会の協議内容を、御
参会の皆様と共有することにより、青森県の健康教育のより一層の充実・発展につながれ
ば幸いに存じます。
　さらに、「未来の命を守るために～東日本大震災大川小学校事故に学ぶ～」と題し、宮城
県名取市立みどり台中学校校長　平塚真一郎様から御講演をいただきます。御自身の震災
の経験から、教師として親として、子どもの命を守る責任の重さを伝えるお話は、きっと
御参会の皆様の心に響くものになることでしょう。
　本日の研究大会の成果が、皆様お一人お一人の今後の教育実践や健康・安全を推進する
活動に生かされていくことを願っております。
　結びとなりましたが、会場校として御尽力くださいました五所川原小学校の原真紀校長
をはじめとした職員の皆様、並びに本日の記念講演を快くお引き受けくださいました平塚
真一郎先生、課題別分科会での提言及び運営の任を務めてくださる方々、そして、本日御
参会の全ての皆様の御健勝と御活躍を衷心より祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。

あ　い　さ　つ

 五所川原市教育委員会　　　　　　　　
 教育長　 長　尾　孝　紀　　
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１　趣　旨　　 　近年の社会情勢や生活様式の急激な変化は、子どもの心身の健康に大きな影響を及
ぼし、体力低下、肥満、性に関する問題、心の健康問題など多岐にわたる健康問題を
生じさせ、その解決に向けた取組が緊急かつ重要な課題となっている。

　　　　　　　 　青森県においては健康寿命の延伸を目指し、生活習慣や食生活の問題等を改善する
ために取り組んでいるところである。

　　　　　　　 　本大会では、心豊かでたくましく生きる子どもの育成を目指し、学校保健、学校安
全及び食に関する指導に関連する課題についての資料提供・分科会及び講演を行い、
健康教育のより一層の充実に資するものである。

２　主　題　　心豊かでたくましく生きる子どもを育む健康教育

３　主　催　　青森県教育委員会　　　　青森県学校保健会　　公益財団法人青森県学校給食会
　　　　　　　五所川原市教育委員会　　北五学校保健会　　　西つがる学校保健会

４　主　管　　令和２年度青森県学校保健・安全・給食研究大会実行委員会
　　　　　　　五所川原市学校保健会

５　協　賛　　青森県牛乳普及協会　　　青森県産米需要拡大推進本部

６　後　援　　つがる市教育委員会　　鰺ヶ沢町教育委員会　　深浦町教育委員会
　　　　　　　中泊町教育委員会　　　鶴田町教育委員会　　　板柳町教育委員会
　　　　　　　西北小学校長会　　　　西北中学校長会　　　　青森県高等学校長協会西北地区会
　　　　　　　西北小中学校教頭会

７　期　日　　 令和２年11月６日（金）

８　会　場　　五所川原市立五所川原小学校　　電話　0173－35－2767
　　　　　　　　　　　〒037－0081　五所川原市大字新宮字岡田161

９　対　象　　 幼稚園・こども園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の校（園）長・教職員、
学校医、学校歯科医、学校薬剤師、教育委員会の学校保健・学校安全・学校給食関係
者、学校給食共同調理場職員、ＰＴＡ会員、その他学校保健・学校安全・学校給食関
係者

10　日　程　（授業については書面による開催といたします）

受
　
付

分 科 会
移
　
動

開会行事

記念講演
「未来の命を守るために
 ～東日本大震災大川小学校事故に学ぶ～」
宮城県名取市立みどり台中学校
　　　　　　　　　　　校長 平塚真一郎 氏

閉
会
行
事

13：00 14：00 14：50

13：30 14：15 16：20

16：30

令和２年度青森県学校保健・安全・給食研究大会
兼　第62回西北五合同学校保健研究大会　大会開催要項
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11　授　業　（指導案提供）

学年・組 教科・領域 単元名・主題名 授　業　者

１年１組
 学級活動（２）
【保健】

 「手洗い名人になろう」
永　原　典　子
種　村　千　秋

１年２組
 学級活動（２）
【安全】

 「ふしんしゃから　みをまもろう」
岡　田　里　美
奈良岡　志　保

２年１組
 学級活動（２）
【食育】

 「好き嫌いをしないで食べよう」 三　浦　雅　子

２年２組
 学級活動（２）
【保健】

 「早寝、早起き、朝ご飯」 中　澤　伸　子

３年１組
体育科

【保健領域】
 「健康な生活」 前　多　綾　子

３年２組
 学級活動（２）
【保健】

 「一日の生活のしかたを見直そう」 奈　良　　　学

４年１組
 学級活動（２）
【安全】

 「自転車での事故を防ごう！」 成　田　和　宏

４年２組
 学級活動（２）
【食育】

 「感謝の気持ちをもって給食を食べよう」
工　藤　久美子
川　村　真由美

５年１組
 学級活動（２）
【保健】

 「不安や悩みを解決しよう」 成　田　富美代

５年２組
 学級活動（２）
【安全】

 「見直そう! インターネットの利用の仕方」 對　馬　秀　孔

６年１組
体育科

【保健領域】
 「病気の予防」(薬物乱用の害) 小山内　祥　子

６年２組
 学級活動（２）
【食育】

 「地場産物をおいしく食べよう」 木　村　　　恵

特別支援学級
合 同 授 業

自立活動
【安全】

 「すてきな自分になろう」

齊　藤　公　伸
櫻　庭　留美子
小　野　誘　子
近　藤　智　枝
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12　課題別分科会

13　式次第
　（１）開会行事
　　　①開会の言葉　　　　　　　　北五学校保健会副会長　　　　　土　岐　真　也
　　　②主催者あいさつ　　　　　　青森県教育委員会教育長　　　　和　嶋　延　寿
　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県学校保健会会長　　　　　齊　藤　　　勝
　　　③歓迎の言葉　　　　　　　　五所川原市長　　　　　　　　　佐々木　孝　昌
　　　④閉会の言葉　　　　　　　　北五学校保健会副会長　　　　　土　岐　真　也

　（２）閉会行事
　　　①開会の言葉　　　　　　　　西つがる学校保健会副会長　　　平　川　公　明
　　　②実行委員長あいさつ　　　　北五学校保健会会長　　　　　　田　中　正　彦
　　　③次期開催地代表あいさつ　　むつ下北学校保健会会長　　　　三　上　史　雄
　　　④閉会の言葉　　　　　　　　西つがる学校保健会副会長　　　平　川　公　明

分科会名 研究協議題 提　言　者 助　言　者

第
一
分
科
会

歯・口の健康
づくり

生涯にわたって
歯・口の健康づく
りに励む教育の進
め方

弘前市立大和沢小学校
　養護教諭　工藤由香子

つがる市立瑞穂小学校
　教諭　小笠原　郁代

北五歯科医師会
　理事
　　　　　津島　克正

第
二
分
科
会

安全教育

生涯を通じて安全
な生活を送る基礎
を培うための安全
教育の進め方

むつ市立第一田名部小学校
　教頭　鎌田　　悟

五所川原市立金木小学校
　教頭　川浪　久和

弘前大学
大学院理工学研究科
　教授
　　　　　片岡　俊一

第
三
分
科
会

保健教育
健康的な生活を営
む資質や能力を育
てる教育の進め方

五所川原市立五所川原第
四中学校
　養護教諭　新谷　賢子

学校薬剤師会西北五支部
　支部長　加藤　基愛

青森県立保健大学
理学療法学科
　助教
　　　　　福島　真人

第
四
分
科
会

食に関する指
導

生涯を通じて健康
な生活を送るため
の食に関する指導
の進め方

青森市立女鹿沢小学校
　教諭　若山　ひろみ

板柳町立板柳南小学校
　養護教諭　北川美奈子

青森県立保健大学
栄養学科
　准教授
　　　　　鹿内　彩子

第
五
分
科
会

学校環境衛生

快適な学習環境を
つくるための学校
環境衛生活動の進
め方

弘前市学校薬剤師会
　会長　佐々木　克典

八戸市学校薬剤師会
　会長　小池　智彦

青森大学
薬学部薬学科
　教授
　　　　　川村　　仁
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14　記念講演
　　演題　　「未来の命を守るために
　　　　　　　　～東日本大震災大川小学校事故に学ぶ～」
　　講師　　宮城県名取市立みどり台中学校　校長　平塚真一郎 氏

　　　東日本大震災から９年。大川小学校事故の遺族として、教師として、
　　今、災害を考える。

15　参加申込について
　（１）申込期限　　　令和２年９月30日（水）
　（２）申込方法　　　①ＦＡＸの場合……参加申込書に必要事項を記入の上、送信願います。
　　　　　　　　　　②メールの場合……参加申込書にある事項について記載（様式は自由）の上、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　送信願います。
　（３）参加費　　　　５００円（西北地区以外の参加者のみ徴収します）
　　　　　　　　　　※参加費は、大会当日受付でお支払いください。

　申込先

大会事務局

　　〒037-0025　五所川原市七ツ館字虫流６－５　五所川原市立三輪小学校内
　　令和２年度青森県学校保健・安全・給食研究大会
　　兼　第62回西北五合同学校保健研究大会
　　　　　実行委員会事務局　五所川原市立三輪小学校　　野上　新二
　　ＴＥＬ 0173（27）1010　ＦＡＸ 0173（27）1011
　　Ｅ-mail　mitsuwa@city.goshogawara.lg.jp
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1966年、宮城県石巻市生まれ

1991年より中学校教諭（社会）として、宮城県内の中学校に勤務

震災時は石巻中学校に勤務、その後大須中学校（石巻市）で防災主任を担当、青葉中学
校（石巻市）教頭を経て、2019年４月より現職。

震災で当時大川小学校６年の長女が犠牲に。学校勤務をしながら行方不明の娘を捜索。
震災から５ヶ月後に発見される。

現在、現職教員であり学校事故遺族という両方の立場から、学校安全についての講話
等を行っている。

防災士。学校安全コーディネーター。セーフィティープロモーションスクール（ＳＰＳ）
推進員。宮城県学校防災体制在り方検討会議委員。

〈プロフィール〉

ԋߨ೦ه

演題　「未来の命を守るために 
　　　　　～東日本大震災大川小学校事故に学ぶ～」
講師　名取市立みどり台中学校 校長　平塚　真一郎　氏



公　։　त　ۀ

学習指導案
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１年１組　学級活動　「手洗い名人になろう」

１年２組　学級活動　「ふしんしゃから　みをまもろう」

２年１組　学級活動　「好き嫌いをしないで食べよう」

２年２組　学級活動　「早寝、早起き、朝ご飯」

３年１組　体育科　　「健康な生活」

３年２組　学級活動　「一日の生活のしかたを見直そう」

４年１組　学級活動　「自転車での事故を防ごう！」

４年２組　学級活動　「感謝の気持ちをもって給食を食べよう」

５年１組　学級活動　「不安や悩みを解決しよう」

５年２組　学級活動　「見直そう！インターネットの利用の仕方」

６年１組　体育科　　「病気の予防」（薬物乱用の害）

６年２組　学級活動　「地場産物をおいしく食べよう」

特別支援学級合同授業　自立活動　「すてきな自分になろう」

五所川原市立五所川原小学校

学習指導案
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１　題材名　「手洗い名人になろう」　学級活動（２）ウ　心身ともに健康で安全な生活態度の育成
２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　児童は、新型コロナウィルス感染症拡大予防やかぜ・インフルエンザ予防のため、入学する前
から手洗いの大切さについて指導されてきたと話している。しかし、児童の手洗いの様子を見る
と、正しい手の洗い方ができていないだけでなく、手洗いそのものをしていない児童が多いと感
じている。アンケートの結果からも、給食の前であっても「いつも洗う」という人が９人にとど
まっている。また、「いつもハンカチで拭く」は13人であった。手を洗う必要性をなんとなく分
かってはいるが、実践できていないのが実態である。

　⑵ 題材の指導観
　　 　導入で、紙芝居を通して手洗いの必要性と大切さについて確認し、手洗いアンケート結果を見
せ、きちんと手洗いをしていなかったことに気付かせることで課題につなげる。養護教諭による
チェッカーローションとブラックライトを使った実験を見せることで、手洗いのタイミング、正
しい手洗いの仕方、なぜ手洗いが必要なのかを理解できるようにし、自分の意思決定へとつなげ
たい。

３　評価規準　別紙参照 （p40）
４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　　○ 手洗いの大切さに気付き、正しい手洗いの仕方を知り、実践への意欲をもつことができる。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

８
分

１ 　手洗いの必要性や大切さについてアンパンマ
ンの紙芝居クイズにして確認する。
　○アンパンマンはどうして手を洗うのかな。
　　・かぜをひかないため。
　　・コロナにかからないため。
　　・ばい菌を流すため。
　○いつ洗うって言ってたかな。
　　・食事の前。　　　・トイレの後。
　　・外から帰ったとき。
２　手洗いアンケートの結果を提示する。
　○いつも洗う人はどうしてかな。
　　・手が汚いから。
　　 ・コロナが流行っているから。
　　・ばい菌が付いているから。
　○洗わない理由は何だろう。
　　・時間がないから。・面倒くさいから。
　　・洗いたくないから。
　○ドキンちゃんは、手を洗ったのにどうしてか
　　ぜをひいちゃったのかな。

★①〈 生活上の課題を自分ごととして捉
えさせるための工夫〉

　 　紙芝居を通して、手洗いの必要性や
大切さを確認することや、手洗いアン
ケートから、いつも手を洗っていない
ことに気付かせることによって、課題
を自分ごととして捉えることができる
ようにする。

・ アンケートの結果の人数を予想させて
　から見せるようにする。

・ いつも手を洗う人の割合が半分以下に
なっていることを強調する。

・ 洗わなかった経験を振り返って考えさ
せる。

・ ばいきんまんも洗わないと言っていた
ことに触れる。

・ ドキンちゃんは正しい手の洗い方がで
きていないため、手にウイルスが付い
ていたことに触れる。（前時にウイルス

第１学年１組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男13名　女９名　計22名
指導者：教　諭　　永原　典子
　　　　養護教諭　種村　千秋（GT)
　　　　学校教育支援員　吉田　睦恵
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５　事後の指導
　　 　意思決定しためあてカードを基に、一週間のがんばりを確認し、賞賛する場を設ける。また、「て
あらいめいじんになろうカード」に友達からのメッセージコーナーを設け、ペアでお互いのがん
ばったことを書き、認め合う。

３　学習課題の確認をする。
　◇今日の学習課題です。

　という用語を知らせている。）

展
開
前
段
・
さ
ぐ
る　

15
分

４　 養護教諭の実験を見て、ばい菌の広がり方を
知る。

　◇種村先生に実験を見せてもらいましょう。
　　・ 実験の結果から、正しい手洗いの必要性に

ついて話を聞く。
　◇分かったことや思ったことを言いましょう。
　　・手から体にばい菌が入るんだ。
　　・いろんなところにばい菌が付いている。
　　・手を洗うしかない。
５　正しい手の洗い方を知る。
　◇ 種村先生に正しい手の洗い方を教えてもら     
ってまねしましょう。

　○ 手洗いの後、清潔なハンカチで手を拭かない
とどうなるかな。

　　・また、手が汚れる。

・チェッカーローションとブラックライ
　トを使った実験を見せる。
・手についたばい菌がどのように広がっ
　ていくのかを気付かせる。
・手を介して、口・目・鼻からばい菌が
　身体に入ることを押さえる。
・ばい菌が身体に入るとどうなるのかを
　簡単に教える。
・正しく手を洗うことで、病気を予防で
　きることに気付かせる。
・今までの洗い方を教師がやって見せる
　ことで想起させる。
・アンケート結果と照らし合わせて、自
　分ごととして考えさせる。

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

15
分

６　手を洗うタイミングを考える。
　○いつ手を洗うとよいでしょう。
　　・ 遊んだ後・食事の前・体育の後・掃除の後・

お出かけの後・学校から帰ったら・砂で遊
んだ後・トイレに行った後など

７ 　手洗いについてどんなことをがんばりたい　
か考え発表する。
　○ 手洗いについてこれからがんばりたいことは
どんなことですか。

　　・食事の前は必ず手を洗う。
　　・ 種村先生に教えてもらった手の洗い方を毎

日やる。
　　・きれいなハンカチでふく。

・咳やくしゃみを手で押さえた後、鼻を
　かんだ後、身体に直に触った後・動物
　や水槽の魚介類を触った後等、児童か
　ら出なかったタイミングについて知ら
　せる。
・個で考えてから全体で発表し合う。
★②〈意思決定をさせるための話合いの
　　　工夫〉
　　がんばれそうなことを出し合い板書
　をすることで、意思決定しやすくでき
　るようにする。

終
末
・
き
め
る　

７
分

８　めあてを発表する。
　◇ 「てあらいめいじんになろうカード」に、め
あてを書いて発表しましょう。

　　・手洗いを忘れないようにします。
　　・いつでも丁寧に洗います。
　　・トイレの後はきちんと洗います。
　　・体育の後も手を洗います。
９　学習の振り返りをする。
　　・ 手をきれいにすると病気を予防することが

できると分かりました。

評 これからの生活で、手洗いについて
　どんなことをがんばっていきたいか、
　めあてを決めることができる。
　【思・判・表】（発表・カード）
▲展開後段で板書されたことをもう一度
　確認させる。友達と同じ内容でもよい
　こととする。
・分かったことを発表させる。

　てあらいめいじんになって、びょうきをよぼうしよう！
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１　題材名　「ふしんしゃから　みをまもろう」　学級活動（２）ウ　心身ともに健康で安全な生活態度の育成
２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　明るく無邪気だが善悪の判断力と行動力が備わっておらず、思慮が浅い児童が多い。
　　 　不審者に関するアンケートをとったところ、「外見が真面目そう」「知っている人」というだけ
で無防備になるという実態が見えてきた。また、知らない人に道を尋ねられたら「教えてあげる」
と回答した児童が７割を超えた。一方、「不審者に気をつけなければいけない所」を「わからない」
と答えた児童は約半数であった。

　　 　五所川原市内でも前兆事案は発生しており、特に本校周辺は多発地域となっている。しかし、
児童の防犯意識は予想以上に低いことがアンケート結果からわかった。無知ゆえに犯罪に巻き込
まれる可能性もあり、不審者から身を守るための正しい知識と判断力が必要であると考える。

　⑵ 題材の指導観
　　 　６月の防犯教室では、若者や女性でも子どもを狙う人がいることを学んだ。そこで本時は、不
審者が出没しそうな場所を考えさせる。二択のクイズなので、安全と危険の違いを比較しながら
考えることができる。そして、危険な場所には近づかないことや一人にならないことへの理解に
つなげたい。

　　 　本時に使用するクイズは青森県警が作成した動画で、インターネットでも視聴することができ
る。学習後に学級通信で授業の内容をお知らせすることで、保護者にも子どもと一緒に視聴して
もらい、家族一緒に防犯意識を高めてほしいと考えている。

３　評価規準　別紙参照 （p40）
４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　　○不審者が出没しやすい場所や身を守る方法を理解し、防犯意識を高める。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項　評 評価　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

５
分

１　危険な場所についての学級の実態を知る。
◇アンケート結果を見てみましょう。
　 「不審者に気をつけなければいけない所はどん
な所？」
　・わからない人が10人もいる。
　・わたしも知らなかった。
　・不審者がいそうな所に近づいたら危ない。
　・どんな所が危険なんだろう。

２　動画を見る。
　・ 不審者は「人」ではなく「場所」で確かめる
ことが大事。

　・不審者がいそうな所がわからない。
３　学習課題の確認をする。
　◇今日のめあてです。

・アンケート結果を提示する。
・ 五所川原市内でも不審者の出没情報が
あることに触れる。

★① 〈生活上の課題を自分ごととして捉
えさせるための工夫〉

　 　アンケート結果を通して学級の実態
を知り、不審者に遭遇する危険が自分
の身にも起こりうることを認識させる
ことで、課題を自分ごととして捉える
ことができるようにする。

・ 動画「青森県警察　被害防止啓発動画
～安全のために気をつけること」（50
秒～１分44秒）を流す。

　ふしんしゃがいそうなところをしり、みをまもるほうほうをかんがよう。

第１学年２組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男14名　女９名　計23名
指導者：教　諭　岡田　里美
　　　　学校教育支援員　倉坪　晴美
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５　事後の指導
　　・ 帰りの会で前日の取り組みを発表させ、めあてを意識して実践できていたことを認め合う活動

をさせる。

展
開
前
段
・
さ
ぐ
る　

５
分

４　不審者がいそうな場所を考える。
　○ 不審者に気をつけなければならない「危険な
場所」とはどんな所だと思いますか。

　・暗い所
　・何かに囲まれた所
　・人が通らない道
　◇警察の動画を見てみましょう。
　・キーワードは「入りやすく、見えにくい」

・  「危険な場所」とは「犯罪にあいやす
い場所」のことであることをおさえる。

・ 意見が出ないときは、アンケートの回
答を示す。

・ 動画「青森県警察　被害防止啓発動画
～安全のために気をつけること」（１分
44秒～２分10秒）を流す。

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

23
分

５　危険な場所の特徴を話し合う。
　◇ 警察の動画を見て、クイズに答えながら「危険
な場所」とはどんな所なのか話し合いましょう。

　Ｑ１）塀や生け垣が続く住宅地
　　・人から見えにくいから　
　Ｑ２）周囲が田んぼや畑で囲まれた道
　　・人があまりいないから
　Ｑ３）植え込みやガードレールがない道路
　　・車に乗せられやすいから
　Ｑ４）コンクリートの壁で囲まれた駐車場
　　・周りから見えにくいから
　Ｑ５）樹木で囲まれた公園
　　・周りから見えにくいから
　Ｑ６）アパートの窓が公園側にない公園
　　・周りの人が見ないから
　Ｑ７）落書きがあったりゴミが落ちている公園
　　・周りの人が見ないから
６　不審者から身を守るための約束を確かめる。
　○ 不審者から身を守るためにはどうしたらよい
でしょう。

　　・きけんなばしょにいかない！
　　・ どうしてもいかなければならないときはひ

とりでいかない！
　　・ まわりのようすにちゅういして　ぜったい

にきをゆるめない！
　　・ぼうはんブザーをつかうじゅんびをする！
　　・車にはちかづかない！

★② 〈意思決定をさせるための話合いの
工夫〉

　 　クイズの答えの理由をみんなで話し
合い、「危険な場所」の特徴を明らか
にすることで、その後の意思決定をし
やすくする。

・ 動画「青森県警察　被害防止啓発動画
～安全のために気をつけること」（１分
40秒～７分41秒まで）を流す。

・難しい用語は解説する。
・  「Ａ」「Ｂ」のカードを上げさせる。（個
人の思考）

・ クイズの答えをすぐに出さずに、理由
を発表させる。（全体での話合い）

・正解とその理由を黒板に貼る。
・ 男女の入り口が一緒の公衆トイレや空
き家も危険であることに触れる。

・  「不審者に遭遇したらどうしたらよい
か」は、１学期の防犯教室を想起させ、
「いかのおすし」に軽く触れる。

終
末
・
き
め
る　

12
分

７　不審者から身を守る方法を決め、発表する。
　◇ これから不審者にあわないために気をつける
ことを決めて発表しましょう。

　　・危険な場所には行かないようにします。
　　・周りに人がいない所は気を付けて歩きます。
　　・周りに注意して歩きます。
　　・あやしい車には近づかないようにします。
８　今後の取り組みを予告する。
　◇１週間、気を付けながら過ごしてみましょう。
９　学習の振り返りをする。
　◇今日の学習で分かったことを発表しましょう。

・ワークシートに書かせる。
評  不審者がいそうな所を知り、不審者
から身を守る方法を決めることがで
きる。

　【思・判・表】（ワークシート・発表）
▲ 展開後段で板書されたことをもう一度
確認させ、ヒントにするよう促す。
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１　題材名　「好き嫌いをしないで食べよう」
　　　　　　　学級活動（２）　エ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　給食を好き嫌いせずに、毎日完食している子も数名いるが、学級の約６割の子は好き嫌いをし
て残している。特に、魚、野菜、牛乳を残す子が多い。人気のあるカレーライスやデザートであ
っても、完食になったことが一度もない。大好きなカレーライスでも、野菜を残して食べたり、
味噌汁も具を残して汁だけ飲んだりする子がいる。

　　　以上のことから、その日のメニューによって給食の残菜量がとても多いという実態である。
　⑵ 題材の指導観
　　 　導入で、課題を自分ごととして捉えさせるために、普段の給食の残菜量の写真を見せ、好き嫌
いをしている人が多い学級の実態をつかませたり、給食アンケートを提示したりして、学習課題
につなげていきたい。そして、３つの栄養のグループの食べ物の働きを教え、給食は栄養のバラ
ンスがとれた献立になっていることに気付かせていきたい。バランスよく食べると、体にどんな
いいことがあるかを考えさせた上で、苦手な食べ物でも、工夫して食べないといけないのだとい
う意識を持たせ、意思決定へとつなげていきたい。

３　評価規準　別紙参照 （p40）
４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　〇 給食は３つの栄養がバランスよくとれた献立になっていることを知り、今までの自分の給　　 

食の様子を振り返って、好き嫌いを減らし、健康によい食事のとり方を考えることができる。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

５
分

１　給食の学級の残菜量を知る。
　◇最近の給食の残した量です。
　　・うわあ。いっぱい残してる。
　　・もったいないなあ。
２　給食アンケートを提示する。
　◇給食アンケートの結果です。
　・給食は好きですか。
　　　好き16人　　あんまり４人　
　・給食を残してもいいと思いますか。
　　　思う２人　　　思わない18人
　・苦手な食べ物が出た時は、どうしていますか。
　　　全部残す２人
　　　一口食べて残す３人
　　　半分食べて残す５人
　　　がんばって全部食べる10０人
３　学習課題の確認をする。
　◇今日の学習課題です。

★① 〈生活上の課題を自分ごととして捉
えさせるための工夫〉

　 　給食の残菜量の写真や給食アンケー
トから、好き嫌いしている人が多いこ
とに気付かせることによって、課題を
自分ごととして捉えることができるよ
うにする。

・アンケート結果の人数は目隠しして
　おき、発表しながらはがしていく。

・どうして残っているか理由を考える
　ようにする。（好き嫌いがあるから）

　すききらいしないで食べる子をめざして、きゅう食の自分のめあてをきめよう。

第２学年１組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男13名　女９名　計22名
指導者：教 諭　三浦　雅子
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５　事後の指導
　　・１週間分の献立表とがんばりカードを使って個々のめあてに取り組ませる。
　　・お互いのがんばりを認め合う場を設ける。

展
開
前
段
・
さ
ぐ
る　

15
分

４　３つの栄養の働きがあることを知る。
　◇食べ物を３つの栄養のグループに分けてみま
　　しょう。
　　赤　体をつくる(骨や歯を丈夫にする)
　　黄　エネルギーになる(元気のもと)
　　緑　体の調子を整える(病気になりにくい)
５　給食の献立は３つの栄養に分かれていて、バ
　　ランスがとれていることを知る。
　◇ある日の給食の献立です。どの栄養のグルー
　　プに入るのか分けてみましょう。
　　・３つのグループに分かれている。
　　・給食は、バランスがとれているんだ。
６　バランスよく食べることの大切さについての
　　紙芝居を見る。
　◇「ばっかりくん」の紙芝居を見ましょう。

・ 食べ物を３つの栄養のグループに分け、
苦手な食べ物は、どんな働きをするの
かを考えさせる。

・ ある日のメニューの写真を見せ、それ
ぞれの食べ物を３つのグループに分け
ていくようにする。

・ 献立表を見せ、３つの栄養に分かれて
いることを知らせ、給食は栄養バラン
スが考えられている献立になっている
ことに気付かせる。

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

15
分

７　バランスよく食べると体にどんないいことが
　　あるかを知る。
　○バランスよく食べると、体にどんないいこと
　　があると思いますか。
　　・体が丈夫になる。　・健康になる。
　　・かぜをひかない。　・うんちが出やすくなる。
８　苦手な物を食べるために、どんな工夫をした
　　らいいか考え発表する。
　○では、苦手な物を食べるために、どんな工夫
　　をしたら食べられるようになると思いますか。
　　いいアイディアを出してください。
　　・ご飯にかける。
　　・好きな物と一緒に食べる。
　　・苦手な物を先に食べる。
　　・苦手な物とみそ汁を一緒に食べる。
　　・体にいいからといい聞かせて食べる。

・展開８につながるように、バランス
　よく食べるといいことがあるという
　ことを意識付けさせる。

★②<意思決定をさせるための話合いの
　　　工夫>
　 　個人ごとに考えさせてから全体でア
イディアを共有させる。

　 　全体で出されたアイディアを生かし
て自分のめあてを決めるように促す。

終
末
・
き
め
る　

10
分

９　めあてを発表する。
　◇めあてを発表しましょう。
　　・これからは、にんじんがでたら一口は食べ
　　　てみます。好きな物と一緒に食べます。
　　・大根がでたら半分は食べるようにします。
　　　苦手な物を先に食べてから好きな物を食べ
　　　るようにします。
　　・これからも全部食べます。苦手な物はない
　　　ので大丈夫です。
10　学習の振り返りをする。
　◇今日の学習で分かったことを発表しましょう。

・がんばりカードに書いてもらう。
・これから給食でどのくらい食べて、
　どのように苦手な物を食べるように
　するかを意思決定させる。
・何人かに発表させる。
評  これから、給食の時間に、どんなこ
とに気を付けて食べたいか、自分にあ
っためあてを決めることができる。

　【思・判・表】(発表・カード)
▲なかなか考えられない子には板書を
　参考にさせる。
・ 振り返りの観点は「分かったこと」に
する。
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１　題材名　「早寝、早起き、朝ご飯」　学級活動（２）ウ　心身ともに健康で安全な生活態度の育成
２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　１年生の時からの持ち上がりの学級である。１年生の頃から、朝のテンションが低い子が多く、１時
間目や２時間目は、あくびを連発しぼうっとしている子が多い。

　　 　全校で取り組んでいる生活リズムウォッチングの結果でも、早寝、早起きに△が付いている子が見ら
れる。保護者の感想にも、もう少し早く寝かせたい等と書いていたり、個人面談の時には、夜遅く寝る
のが原因で、朝、起こしてもなかなか起きなくて大変だと話したりしていた。朝ご飯は、食べてきてい
る子がほとんどだが、朝ご飯をどのくらいの量を食べてきたかアンケートをとったところ、一口や半分
だけしか食べてきていない子が数名いた。

　⑵ 題材の指導観
　　 　導入で、課題を自分ごととして捉えさせるために、学級の早寝、早起き、朝ご飯の全体の実態をまず
知らせてから、自分の実態をつかませていきたい。２年生という発達段階から、個人の実態をつかませ
る「生活リズムはできているかな」の表記は、◎（ほぼ毎日よくできている）○（２～３日はできている）
△（ほぼできていない）の簡単な分かりやすいものとする。そして、早寝、早起き、朝ご飯の生活リズム
がどうして大切なのかを学んだ上で、できていない現状と出来るようになるための工夫について意見を
出し合い、これならできそうだという意識を持ち、意思決定へとつなげていきたい。

３　評価規準　別紙参照 （p40）
４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　〇 健康な生活を送るために、早寝、早起き、朝ご飯がどうして大切なのかを知り、今までの自分の生活

リズムを見直し、自分に合っためあてを立てることができる。
　⑵ 展　開
段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

８
分

１　早寝、早起き、朝ご飯の学級の実態を知る。
　◇早寝、早起き、朝ご飯のアンケート結果です。
　　・学校がある日は何時に寝ていますか。
　　　　９時までに寝ている　　10人
　　　　９時より遅く寝ている　13人
　　・学校がある日は何時に起きていますか。
　　　　５時～６時半頃19人　７時頃４人
　　・学校がある日、朝ご飯を食べてきていますか。
 　　　　全部17人　半分５人　一口だけ１人
２　自分の実態を確認する。
　◇みなさんそれぞれの結果です。

３　学習課題の確認をする。
　◇今日の学習課題です。

・ 学校がある平日の早寝、早起き、朝ご飯
の生活リズムアンケートとする。
・ 寝る時刻は、生活リズムウォッチングで
定めている２１時とする。
・ 早起きの時刻は、生活リズムウォッチン
グで定めている６時とする。
★① 〈生活上の課題を自分ごととして捉え
させるための工夫〉

　 　学級の実態を知ってから、自分の生活
リズムを確認させることで、友達と比べ
ることができ、自分ごととして捉えるこ
とができるようにする。
・ 個人毎の表は、生活リズムウォッチング
やアンケートの結果や自己評価を基にし
て作成する。
・ 担任の実態も示して、一緒に生活リズム
を見直していくようにする。

展
開
前
段

４　早寝、早起き、朝ご飯クイズに答える。
　◇ 早寝、早起き、朝ご飯に関するクイズです。○か
×かで答えましょう。

　①寝る前にゲームをすると眠れなくなる。（○）
　② 眠る時間を減らすといろいろなことができてよい。
　③ 早起きをすると、朝ご飯をしっかり食べることが
できる。（○）

　④朝ご飯をぬくと、やせることができる。（×）

・問題は紙に書いて掲示する。
・○か×か、ジェスチャーで答えさせる。

　早ね、早おき、朝ごはんの生活リズムの大切さを知り、自分の生活をみなおしてみよう。

第２学年２組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男15名　女８名　計23名
指導者：教 諭　中澤　伸子

生活リズムはできているかな
はやね △
はやおき ○
あざごはん ◎

・◎が１個もない。　・△が２つもある。　・全部◎だ。
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５　事後の指導
　　・ １週間分のがんばりカードを使って、毎日のめあてを決めて取り組ませ、早寝、早起き、朝ご

飯の３つの生活リズムについて振り返らせる。
　　・がんばりカードを交換して、互いのがんばりを認め合ったり、励まし合ったりする場を設ける。

展
開
前
段
・
さ
ぐ
る　

12
分

　⑤早寝、早起きの人は、勉強の成績が良い。（○）
　⑥早寝、早起きの人はスポーツがよくできる。（○）
５ 　遅く寝て、遅く起きて、朝ご飯を食べないとどう
なるかを知る。

　〇遅く寝たらどうなるかな。
　　 ・学校で眠くなる。・朝ご飯を食べる気がしない。
　　・いらいらする。
　〇遅く起きたらどうなるかな。
　　・ ご飯を食べる時間がなくなる。・学校に行くの

が遅くなる。
　〇朝ご飯を食べないとどうなるかな。
　　・勉強に集中できない。・元気がでない。
　　・いらいらする。
６ 　早寝、早起き、朝ご飯の生活リズムが大切な理由を知る。
　〇 学校で元気に過ごすために、早寝、早起き、朝ご
飯はどうして大切なのでしょう。

　　早寝… 体の疲れをとる。眠っている間に体が成長
する。勉強で覚えたことを忘れないように
する。病気にかかりにくい。

　　早起き… 頭がすっきりする。朝、あわてなくてい
い。朝ご飯をしっかり食べれる。

　　朝ご飯… 体温が上がる。頭が目覚める。体が動き
やすくなる。

・絵やカードを掲示しながら説明する。

・４のクイズと関連させながら説明する。
・絵やカードを提示する。
・ 早寝、早起き、朝ご飯の３つがつながっ
ていることが分かるように板書する。

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

13
分

７ 　早寝、早起き、朝ご飯の生活リズムができない原
因と、できるようになるための工夫を考える。

　〇 でも、早寝、早起き、朝ご飯の生活リズムがどう
してできないのかな。

　　・夜遅く寝ているから。
　　・ 遅く寝ると、早く起きられなくて朝ぼうっとし

てご飯もしっかり食べられないから。
　　・ 朝遅く起きると、時間がなくて、朝ご飯を食べ

る時間がなくなるから。
　〇 では、早く寝るためには、早く起きるためには、
朝ご飯をしっかり食べるためには、どうしたらい
いか考えてみましょう。

　　・ 早く寝るために、ゲームやテレビを見る時間を
決めればいい。

　　・ 早く起きるためには、９時までには寝て、目覚
ましがなったらすぐに起きる。

　　・ 朝ご飯をしっかり食べるために、早寝、早起き
をして、時間にゆとりを作る。

（〇の２つ目の留意点）
・個で考えてから全体で話し合う。
・ ワークシートに書かせる。「早く寝るた
めには、早く起きるためには、朝ご飯を
食べるためには」の３つのうちのどれか
１つか全部に書かせるようにする。

★② 〈意思決定をさせるための話合いの 
工夫〉

　 　早寝、早起き、朝ご飯の生活リズムが
できるようになるための工夫を発表し合
うことで、意思決定しやすくできるよう
にする。

終
末
・
き
め
る　

12
分

８ 　自分の生活リズムについて見直し、めあてを発表
する。

　◇ △や○がついているところを◎にするためのめあ
てを発表しましょう。

　　・ 早寝が△なので、ゲームをやる時間を短くして
９時には寝るようにしたいです。

　　・ 早起きが○なので、早く寝るようにして、目覚
ましの音で起きたいです。

　　・ 朝ご飯が△なので、早起きをしてしっかり食べ
るようにしたいです。

　　・ これからも、全部◎になるようにがんばりたいです。
９　学習の振り返りをする。
　◇ 今日の学習で分かったことを発表しましょう。

・がんばりカードに書いてもらう。
・ 実態の表を見て、自分の生活リズムを見
直し意思決定させる。
・何人かに発表させる。

評  自分の生活リズムを見直し、友達の発
表を聞いて自分にあっためあてを決め
ることができる。

 　【思・判・表】(発表・カード)
▲板書をヒントに考えさせる。

・ 振り返りの観点は「分かったこと」にす
る。
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１　単元名　「健康な生活」　（みんなのほけん　３・４年　出典：学研）

２　単元について
　⑴ 単元の学習に関わる児童の実態
　　 　健康について、児童の意識調査を行った結果、「自分は健康だと思う。」と答えた児童は15名

だった。その理由として、「好き嫌いをしないから。」「手洗い・うがいをしているから。」「運動
をしているから。」など「健康」とはどんなことか大体理解しているといえる。しかし、普段の
生活では、給食を残す児童が多く、自分から進んで手洗い・うがいをしている児童は少ない。

　　 　昼休みに外でサッカーや鬼ごっこをして遊ぶ子が多く見られるが、マラソンやなわ跳びなどの
運動を好む児童は半数で、持続的な運動を苦手としている児童が多い。

　　 　起床時刻と就寝時刻を尋ねた結果、半数以上の児童が午後９時過ぎに就寝していた。ほとんど
の児童が６時半までに起床しているため、睡眠時間が短い傾向にある。そのためか、姿勢が崩れ
たり、集中力が途切れたりする児童も見られる。

　⑵ 単元の指導観
　　 　本単元では、健康な生活について理解すること、健康な生活について課題を見つけ、その解決
に向けて考え、それを表現することを目標としている。そこで、自分は「健康」なのか理由も考
え判断させたり、健康になるためにどんな手立てが必要なのかを考えさせたりする。また、健康
の保持増進に欠かせない要因は何かを考えさせる。考えたことを確実なものにするため、養護教
諭の話を聞き、1日の生活の仕方が深く関わっていることや運動、食事、休養・睡眠をとる必要
があることをしっかり理解させる。

　　 　また、毎日の生活に関心をもち、自らの生活に関する課題を見付け、よりよい解決に向けて考
えたり、考えたことを表現したりする態度を育成しなければならない。そこで、本授業の後に、
学級活動「一日の生活を見直そう」を通して、自分の生活を振り返り、自らの課題を見付けさせ
たり、よりよい解決に向けて考えさせたりする活動を通して、健康な自分を意識するきっかけを
つくりたい。

３　評価規準

４　本時の学習（２／４）
　⑴ 目　標
　　〇 健康な生活について考えることを通して、健康に過ごすには、運動、食事、休養・睡眠に気を

つけた生活リズムをつくり、続けることが大切であることが分かり、学んだことを表現するこ
とができる。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度
・ 健康の状態には、主体の要因
や周囲の環境の要因が関わっ
ていること、また、毎日を健
康に過ごすためには、運動、
食事、休養及び睡眠の調和の
とれた生活を続けること、体
の清潔を保つこと、生活環境
を整えることなどが必要であ
ることを理解している。

・ 健康の状態と主体・環境要
因の関係、１日の生活のし
かた、身の回りの清潔や生
活環境について、自分の生
活を見直すことを通して課
題を見つけ、その解決を目
指して思考し判断している
とともに、それらを表現し
ている。

・ 健康の状態と主体・環境要
因の関係、１日の生活のし
かた、身の回りの清潔や生
活環境、学校の保健活動に
関する学習において、目標
に向かって粘り強く取り組
むとともに、自分なりに工
夫して進めようとしている。

第３学年１組　体育科　学習指導案
対　象：男13名　女13名　計26名
指導者：教 諭　前多　綾子
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　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　
　

入　
　

10
分

１　前時の学習を振り返る。
　〇健康でいるためにどんなことが必要でしたか。
　・「運動」「食事」「休養・すいみん」
　・身の回りの環境
　・手洗い
２　体調不良の原因を考える。
　〇Aさんはなぜ体調が悪くなったのでしょう。
　・寝る時刻が遅い。
　・ゲームの時間が長い。
３　学習課題を確認する。

・ 前時に学習したワークシートを振り
返らせ、健康でいるために大切なこ
とを想起させる。

・ Aさんの一日の生活を表した図を提
示し、食事や睡眠をとっていても体
調が悪くなっていることに気付かせ
る。

展　
　

開　
　

25
分

４　健康に過ごすためにはどうしたらよいか考える。
　〇 Aさんが健康になるよう、どんなアドバイスを
しますか。

　◇ワークシートに自分の考えを書きましょう。
　・外で遊ぶとよい。
　・朝ご飯をきちんと食べる。
　・早寝早起きをする。
　・好き嫌いをなくす。
　・毎日同じ時間に寝る。
　◇考えを発表しましょう。

５　健康な生活の仕方を知る。
　◇養護教諭のお話を聞きましょう。

・自分の考えをワークシートに記入さ
せた後、全体で考えを共有させる。
・児童から出されたアドバイスを「運
動」「食事」「休養・睡眠」に分類しな
がら黒板に提示する。

・ 健康な生活の仕方について、録画し
ておいた養護教諭の話を聞く。

・ 身近な例を挙げながら、健康保持増
進には、1日の生活リズムが深く関
わっていることや生活のリズムに合
わせて、運動、食事、休養・睡眠を
とることが必要であることを指導す
る。

終　
　

末　
　

10
分

６　学習のまとめをする。

７　学習の振り返りをする。
　◇ 今日の学習で分かったこと、考えたことを学習
カードに書きましょう。

・ 運動、食事、休養・睡眠のバランスが大切だと分
かりました。
・あまり運動していないから毎日運動したい。
・寝る時刻が遅かったので、早く寝るようにしたい。

・ 養護教諭の話をもとに、分かったこ
とをまとめさせる。

評  運動、食事、休養・睡眠に気をつ
けた生活リズムをつくり、続けるこ
とが大切であることが分かり、学ん
だことを表現することができる。

　【思・判・表】（発表・ワークシート）
▲ まとめのワークシートは、キーワー
ドを記入できるようにする。

　けんこうにすごすには、どんな生活の
しかたをすればよいだろう。

きそく正しいリズムある生活が大切
運動、食事、休よう・すいみんのバランス
が大切
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１　題材名　「一日の生活のしかたを見直そう」
　　　　　　　　学級活動（２）ウ　心身ともに健康で安全な生活態度の形成

２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　健康に関わるアンケートを行ったところ、就寝時刻が遅い子や嫌いな食べ物が多い子が目立っ
ていた。また、学校で実施した生活リズムウォッチング（一週間の生活チェック）において、一日
の中でゲームや動画などに１時間以上時間を使っている子も多かった。家庭からのコメントでは、
一日の生活の仕方について、改善していきたいという思いが多数出ていた。しかし、夏休み中の
保護者との個人面談では、変えることができずに困っている状態であった。

　⑵ 題材の指導観
　　 　本授業の前に、保健の学習において、健康に関わる学習をしている。その中で、「健康とは何か」
「健康のためにどんな生活のしかたがよいのか」を、知識として習得している。健康のために、
どんな生活が理想的なのか、分かっているものの、児童の実態にあるように、実践できずにいる。
本時の学習では、自分の一日の生活を振り返ってみたり、どうしていけばよいのか話し合ってみ
たりすることで、健康な自分を意識するきっかけをつくり、健康な生活に向けて、取り組むこと
を考えさせていきたい。

３　評価規準　別紙参照 （p40）

４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　〇 一日の生活を振り返り、健康な生活を送るために大切なことについて考え、自分にあっためあ

てを決め、取り組もうとすることができる。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

５
分

１　自分の一日の生活のしかたを見る。
　◇ 自分の生活のしかたと見本を、３つの視点で比
べてみましょう。

　　視点①運動→ほとんどしていないなあ。
　　視点②食事→私は食事を残してばかりだ。
　　視点③休養・睡眠→ 睡眠時間がすごく短いなあ。
　　　　　　　　　　　いつも寝るのがおそいなあ。

２　学習課題の確認をする。
　◇今日の学習課題です。

★① 〈生活上の課題を自分ごととして
捉えさせるための工夫〉

　 　保健の学習で扱った見本の一日の
生活のしかたと、自分の生活のしか
たを３つの視点で比べながら、自分
の現状を把握する。

・ 自分の一日の生活のしかたは、事前
に書かせておく。

・ 生活リズムチェックも合わせて見せ
ることで、見比べただけでは分から
ない部分にも目を向けさせる。けんこうな毎日にするために、

自分の生活を見直そう。

第３学年２組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男12名　女13名　計25名
指導者：教 諭　奈良　　学
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５　事後の指導
　・振り返りカードを利用しながら、個々のめあてに取り組ませる。
　・お互いの頑張りを、称賛したり励ましたり合ったりする場を、帰りの会に設ける。

展
開
前
段
・
さ
ぐ
る　

10
分

３　 こんな生活を送っていたらどうなるのか、クイ
ズ形式で考えてみる。

　◇ 「こんな生活をしていたら……」クイズです。
〇か╳で答えましょう。

　例　 休養・睡眠に関するクイズです。〇か╳で答
えましょう。

　① すっきり起きるために、睡眠時間は短い方がよ
い。（╳）

　② 休養が足りないと、つかれがとれず、勉強など
に集中できない人もいる。（〇）

　③ 起きている時間が長いと、次の日も活発に動け
ることが多い。（╳）

　④ 体の成長のためには、十分な睡眠と休養を取っ
た方がよい。（〇）

４　 自分の一日の生活のしかたを見て、直した方が
よいと思う所を考える。

　〇 生活の仕方を振り返り、健康な自分を作ってい
くために、一番直したいことは何ですか。

　・運動（運動が苦手で、運動が少ないから。）
　・ 食事（嫌いな食べ物が多く、食べ残しが多いから。）
　・ 休養・睡眠（毎晩、ゲームや動画で、寝るのが
遅くなり、朝起きられないから。）

・ 問題は、３つの視点の中から、子ど
もたちにありそうなものを取り上げ、
パワーポイントで出題する。

・ クイズに出るような生活を続けてい
たらどうなるのか、想像させながら
進めていく。

・ワークシートを活用する。
・ 思い浮かばない子のために、３つの
視点から選ばせる。また、なぜそれ
を選んだのか、理由も書かせる。

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

20
分

５　直す方法について話し合う。
　◇ 直した方がいいことが同じ人たちで、これから
どうしていったらよいか話し合いましょう。

　例　休養・睡眠グループ
　・ 早く寝るために、一日の生活の仕方をもう一度
考えてみる。

　・見たいテレビ番組を録画しておく。
　・ ゲームを夜遅くまでやっていると目が悪くなる
だけでなく、寝るのも遅くなるから、うちの人
に時間になったら声をかけてもらう。

６　各グループで話し合ったことを発表させる。

★② 〈意思決定をさせるための話合い
の工夫〉

　 　直したいことが同じ子たちで話題
を共有させることで、話し合いを活
発にさせ、次の意思決定をしやすく
させる。

・ 各グループで、決まったことを、発
表用紙に書かせる。

・代表の子に発表させる。

終
末
・
き
め
る　

10
分

７　 自分の直したいことを見直し、今後のめあてを
考え発表する。

　◇ 健康な毎日を送っていくために、これから頑張
ってみたいことを書いて発表しましょう。

　・ ゲームをする時間のきまりを作って、早寝早起
きができるようにしたいです。

　・ 運動をしっかりして、体力をつけて、健康な体
にしていきたいです。

・ 今後の取り組みを、ワークシートに
書かせ、何人かに発表させる。

評  自分の生活を見直し、健康を意識
しながら、頑張ってみたいことを決
めることができる。

　【思・判・表】（発表・ワークシート）
▲ 決められない子には、ワークシート
を見ながら、一緒に言葉を拾ってあ
げ、考えさせる。
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１　題材名　「自転車での事故を防ごう！」
　　　　　　　　学級活動（２）　ウ　心身ともに健康で安全な生活態度の形成

２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　本校では、４年生から保護者の同伴なしで自転車に乗ることができる。そのため、春に自転車
の安全運転の方法を理解させることを目的に自転車教室を開いている。自転車教室の様子を見て
いると、新しく買った自転車に乗る児童も多く、少し体に合わなかったり、自転車操作の技能が
不十分だったりする児童も多い。また、普段の生活から規範意識に欠ける児童も多く、放課後や
休みの日の話を聞くと交通ルールを無視して自転車に乗っている児童も数名いる。

　⑵ 題材の指導観
　　 　今までの自転車の乗り方を振り返り、以下の２つの点に留意しながら、自転車に安全に乗る児
童の育成に努めたい。

　　① 導入で、五所川原市の自転車事故の件数や理由、クラスのヒヤリハット経験人数を掲示するこ
とで自分ごととして捉えられるようにする。

　　② 展開で、クラスのヒヤリハットする場所と理由を話し合うことで、自分で気を付けることの意
思決定をしやすくできるようにする。

３　評価規準　別紙参照 （p40）

４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　〇 自転車の乗り方を振り返り、自分に合った安全な乗り方のめあてを決めることができる。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

８
分

１　五所川原市の自転車事故の件数や理由を知る。
　〇 クイズです。昨年度の五所川原市の子どもの自
転車事故は、どのくらいあったと思いますか。

　①100件　②50件　③３件　④なかった
　・３件しかなくて、びっくり。
　・思ったより少ない。
　・やっぱり、事故にあうには理由があるんだな。

　◇クラスのヒヤリハット体験の結果です。
　・ 五所川原市は３件だけど、クラスのアンケート
結果を見るとヒヤリハットの経験が18人もい
てびっくり。

　・18人もいるなんて…多いなぁ。
　・いつ、事故にあってもおかしくない。

・ 五所川原市の自転車事故の資料を提
示する。

・クラスのアンケート結果を提示する。
★① 〈生活上の課題を自分ごととして
捉えさせるための工夫〉

　 　五所川原市の自転車事故の件数や
理由、クラスのヒヤリハット経験人
数を掲示することで自分ごととして
捉えられるようにする。

第４学年１組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男12名　女11名　計23名
指導者：教 諭　成田　和宏
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５　事後の指導
　　 　帰りの会に、自分で決めためあてに向かって安全な乗り方をしていることを確認し、賞賛した
り励ましたりしながら、友達と認め合う場を設定する。

２　学習課題の確認をする。
　◇今日の学習課題です。

展
開
前
段
・
さ
ぐ
る　

10
分

３ 　クラスの自転車アンケートの結果を見て、危険
について考える。
　◇ 自転車アンケートの結果は、１位が交差点、２
位細い道、３位は段差です。どんな危険があっ
たか発表してください。

　・ 交差点では、急に車が曲がってきてびっくりし
た。

　・ 交差点では青に変わってすぐに渡ろうとしたと
き、車が猛スピードで来て危なかった。

　・ 細い道で友達と２列で通っていたら、ぶつかり
そうになった。

　・ 細い道で前から車が来て、ぶつかりそうになっ
た。

　・歩道の段差に気付かずに転んだことがあります。
　・坂の段差で転んでしまった。

・ クラスのアンケート結果を基に写真
を提示する。

・ ヒヤリハット体験をしていない児童
でも危険な場面を目撃したり聞いた
りしている児童がいたら、発表させ
る。

・ 自分が原因でヒヤリハット体験をし
た場合は、理由もくわしく発表して
もらう。

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

17
分

４ 　ヒヤリハットしないための安全な乗り方につい
て考える。
　〇交差点ではどんな安全な乗り方がありますか。
　・道路から少し離れたところで待つ。
　・ 信号が青に変わっても、左右を確認してからわ
たる。

　〇細い道ではどんな安全な乗り方がありますか。
　・１列で乗る。
　・スピードを出さないでゆっくり乗る。
　〇段差ではどんな安全な乗り方がありますか。
　・段差のところは、自転車から降りて引く。
　・段差のある手前からスピードを落とす。

・ 場所ごとに安全な乗り方について考
えさせる。

・ワークシートに書かせる。
・ 自分が一番気を付けたい場所から書
かせる。

★② 〈意思決定をさせるための話合い
の工夫〉

　 　ヒヤリハットする場所と理由を話
し合うことで、自分で気を付けるこ
との意思決定をしやすくできるよう
にする。

終
末
・
き
め
る　

10
分

５　自分に合った安全な乗り方のめあてを決める。
　◇ 自分で一番気を付けたい場所とその安全な乗り
方を発表しましょう。

　・一番気を付けたい場所は交差点です。
　　道路から少し離れたところで待つようにします。
　・一番気を付けたい場所は細い道です。
　　１列でスピードを出さず乗るようにします。
　・一番気を付けたい場所は段差です。
　　 段差のあるところは、自転車から降りて引きま
す。

６　学習の振り返りをする。
　◇今日の授業で「分かったこと」を発表しましょう。

・ワークシートに書かせる。
評  今後、自転車を乗るときに、どん
なことに気を付けたいか、自分に合
っためあてを決めることができる。

　【思・判・表】（発表・ワークシート）
▲ 自分のめあてを決められない児童に
は、板書を参考にさせる。

安全な自転車の乗り方をかくにんし、ふだんの生活に生かせるようにしよう。
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１　題材名　「感謝の気持ちをもって給食を食べよう」
　　　　　　　　学級活動（２）エ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　給食を残さず、完食している子は22％と少なく、学級の約８割の子が好き嫌いをして残して
いる。食材としては魚、野菜、牛乳を残す子が多い。食べる量も少ない子もいるが、苦手なもの
だからと安易に給食を減らそうとする子も多い。それらのことから給食の残食が多い学級である。

　　 　また、その残し方も汚く、食器に食べ物が残っていても平気で片付けようとしたり、食缶への
返し方が雑だったりする。食べることの大切さや、食べ物や給食を作ってくれた人への感謝の気
持ちが見られないことが多いのが実態である。

　⑵ 題材の指導観
　　 　導入で、課題を自分ごととして捉えさせるために、日頃の給食時の様子や残食・食べ残しの写
真、アンケート調査の結果を提示し、食材や作ってくれた人への感謝の気持ちが見られない学級
の実態をつかませる。そして給食ができるまでの様子を知ったり、給食の調理員さんたちの気持
ちを考えたりすることで、食べ物の大切さや作ってくれた人への感謝の気持ちをもって給食を食
べる意識をもたせ、意思決定へとつなげていきたい。

３　評価規準　別紙参照 （p40）

４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　〇 給食ができるまでの様子や調理員さんの気持ちを知り、今までの自分の給食の食べ方を振り返

って、望ましい食事の仕方について考えることができる。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

８
分

１　学級の給食の実態を知る。
　◇給食のあいさつの様子です。
　　・適当に言ってるなあ。
　　・「いただきます」って言ってない人もいる。
　　・あいさつ、よくない。
　◇給食アンケートの結果です。
　　・残す人が多い。
　　・嫌いなものがでたら、食べない人が多い。
　◇給食の残食の様子と片づけの様子です。
　　・もったいないなあ。
　　・嫌いなものがでたら、食べない人が多い。
　　・皿に食べ残しがある。
　　・しるが残って汚い。

・ 最近の給食のあいさつの様子を映像で見
せる。

・ アンケートの結果と残食や食べ残しの写
真を提示する。

★① 〈生活上の課題を自分ごととして捉え
させるための工夫〉

　 　給食の様子の映像や写真、アンケート
の結果から、あいさつがきちんとできて
いないこと、残食が多いこと、残し方が
汚いことなどに気づき、課題を自分ごと
として捉えることができるようにする。

第４学年２組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男10名　女12名　計22名
指導者：教 諭　工藤  久美子
　　　　栄養教諭　川村真由美（GT）
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５　事後の指導
　　 　一週間後に、がんばりカードを使って自身の給食の様子を振り返らせ、めあてを意識して実践
できていたことを認め合う活動をさせる。

２　学習課題の確認をする。
　◇今日の学習課題です。

展開
前段
・
さぐる
12分

３　調理員さんたちの仕事の様子を知る。
　◇ 給食を作ってくれる調理員さんたちの仕事
の様子を教えてもらいましょう。

　　・調理員さんたちの仕事の様子を知る。

・ 栄養教諭による給食ができるまでの様子
と片付けの様子の提示。

・残食の量の提示。
・ 作業過程で使うへらの体験。（児童２名）

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

15
分

４　 調理員さんたちの思いや苦労、食べ物の大
切さを知る。

　○ 調理員さんたちはどんなことがうれしいと
思いますか。

　　・時間に間に合って給食ができたとき
　　・給食をたくさん食べてくれたこと

５　 自分の食事の仕方をどのように見直したい
か話し合う。

　〇 調理員さんの話を聞いて、これからどのよ
うに給食を食べたいと思いましたか。

　◇ 思いをどのような行動にしたいか考え、自
分のめあてを決めましょう。

　　・ 作ってくれた人のことを考えてしっかり
食べる。

　　・感謝して、嫌いなものも少しは食べる。
　　・  「いただきます」「ごちそうさま」のあ

いさつを欠かさず言う。

・ 児童に予想させながら、栄養教諭による
回答を交えて進めていく。

・ 調理員さんたちが生産者の苦労を無駄に
しないように調理していること、たくさ
んの人のために、毎日大変な仕事をして
いること、残食が少ないことやきれいに
食べてくれることがうれしいという思い
をおさえる。

・  「感謝」という言葉が児童から出たときは、
それを生かしていく。

★② 〈意思決定させるための話合いの工夫〉
　 　よりよい給食の食べ方を発表し合うこ
とで、意思決定しやすくできるようにす
る。

・意見を数個板書する。

終
末
・
き
め
る　

10
分

６　めあてを考え、発表する。
　◇ 給食の食べ方のめあてを決め、ペアで発表
し合いましょう。

　　・ 今までは、きちんとあいさつしていなか
ったけれど、これからは作ってくれた人
のことを考えてしっかり食べたい。

　　・ 今までは感謝の気持ちなんて考えていな
かったけど、これからは給食を作ってく
れる人のことを考えて少しでも食べるよ
うにしたい。

７　学習の振り返りをする。
  ◇今日の学習の感想を発表しましょう。

・がんばりカードに書かせる。
評  これから給食でどんなことに気をつけ
て食べたいか、自分にあっためあてを決
めることができる。

　【思・判・表】（発表・カード）
▲ 意思決定できない児童には、先ほどの児
童の発表（板書）を参考にさせる。

・数名の意見を発表させる。

・振り返りは「学習の感想」を発表させる。
・栄養教諭へお礼のあいさつをする。

給食を作ってくれる人たちの思いを知り、よりよい給食の食べ方を考えよう。
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１　題材名　「不安や悩みを解決しよう」　学級活動（２）ウ　心身ともに健康で安全な生活態度の形成
２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　ほとんどの児童は、１年生の頃に比べて、自分の心が成長したと思っている。そのような中で、自分
自身や友達のことへの不安や悩みをもつ児童が数名おり、「嫌な気持ち」「安心できない」など心の変化
を感じていることが分かった。しかし、現段階では、あまり深刻に悩んでおらず、不安や悩みに対して
何も対処せずに日常生活を過ごしている児童もいる。悩みや不安を抱えた時の解決方法としては、「み
んな（関係者）と話し合う」「悪いことをしたら自分から話したり謝ったりする」「先生や親に相談する」
「みんなで相談してうまくいかなかったら解決できるよう先生に相談する」「今度からどうするか考え
る」など、自分なりに解消する方法を見付けて気持ちをすっきりさせている。しかし、その解決方法が
本当に自分に合っているか、友達はどのような解決方法をとっているかなどについては考えておらず、
日常生活の行動と結び付けて、心と体の２つの側面から心の健康について考えるまでには至っていない
児童も多い。

　⑵ 題材の指導観
　　 　課題を自分ごととして捉えさせるために、心のアンケートの結果を提示して「こんなことに悩んでい
るのは自分だけではないのだな」「こんなことに悩んでいる自分は、変ではないのだな」というように、
自分の悩みを認めることを通して、学習課題につなげていきたい。そして、不安や悩みがあると腹痛や
頭痛を起こしたり、体調がよい時は、気持ちが明るくなったりするなど、心と体が互いに深く関係して
いることに気付かせていきたい。不安や悩みに対処し解決することができると、心の発達やよりよい人
間関係づくりにつながっていくという意識をもたせ、意思決定へとつなげていきたい。

３　評価規準　別紙参照 （p40）
４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　〇 不安や悩みが続くとそれが原因で病気になることもあることを知り、今までの自分の不安や悩みへの

解決の仕方を振り返って、自分に合った解決の仕方へのめあてを決めることができる。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

５
分

１　心のアンケートの結果を知る。
　◇心のアンケートの結果です。
　　・最近、不安や悩みはありますか。
　　　　ある　７人　　ない　15人
　　・それは、どんな不安や悩みですか。
　　　　友達のこと　勉強のこと
　　　　自分の性格のこと　自分の体のこと
　　　　ニュースや事件のこと　その他
　　・ これまでの不安や悩みについて、解決すること

はできていますか。
　　　　できている　　　18人
　　　　できていない　　４人

★① 〈生活上の課題を自分ごととして捉え
させるための工夫〉

　 　心のアンケートの結果から、不安や悩
みを抱えることは、誰もが経験している
ことに気付かせることによって、課題を
自分ごととして捉えることができるよう
にする。
・ アンケート結果の人数は目隠ししておき、
発表しながらはがしていく。

展
開
前
段

２　学習課題の確認をする。
　◇今日の学習課題です。

３　不安や悩みと心の健康との関係について考える。
　〇不安や悩みがあった時、体はどのようになりますか。
　　・心配になってあまり眠れなかった。
　　・体がだるくてあまり動けなかった。
　〇 病気の時や体調が悪い時、どのような気持ちにな
りますか。

　　・気持ちがもやもやした。

・ １の心のアンケートの結果に出てきたこ
とに関する不安や悩み（友達のことや勉
強のこと、自分の性格のこと、自分の体
のこと）について想起させ、心が体に影
響する例、体が心に影響する例を考えさ
せる。

不安やなやみをもった時、どのように解決していったらいいか考えよう。

第５学年１組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男８名　女14名　計22名
指導者：教 諭　成田富美代
GT：あおもりベイクリニック　副院長 大出華子
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５　事後の指導
　　 　帰りの会で、不安や悩みについて解決するように取り組んでいることを確認し、称賛したり励
ましたりする。友達同士でカードを交換して認め合う中で、努力できるように促すようにする。

展
開
前
段
・
さ
ぐ
る　

15
分

　　・気持ちがへこんだ。
４　 不安や悩みが続いた時の体の変化についての話を
聞く。

　◇ 不安や悩みが続いた時の体調の変化のパネルを見
ましょう。

・GTによる説明。
・小学生によく分かるように説明する。
・ 腹痛・下痢・便秘・頭痛・不眠・食欲不
振など、不安や悩みが続くと生じる体調
の異変について知らせる。
・ 不安や悩みが大きすぎたり長く続いたり
すると、それが原因で病気になることも
あることや、逆に、体調がよい時は、気
持ちが明るくなったりやる気が起こった
りするなど、心と体が互いに深く関係し
ていることに気付かせる。

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

15
分

５　 不安や悩みに対処することで、心や体にどんない
いことがあるかについて話し合う。

　〇 友達についての不安や悩みを解決するにはどうし
たらいいと思いますか。（以降、同様に）

　　・一人で考える。
　　・ 誰か（家族、友達、先生、専門機関）に相談する。
　　・友達と遊ぶ。
　　・ゆっくり休む。
　　・好きなことをする。
　〇 それぞれの解決方法は、どんな効果があると思い
ますか。

　　・友達と遊ぶ。ゲームをする。漫画を読む。
　　　体を動かす。→スッキリ（発散・気分転換）
　　・ゆっくり休む。音楽を聞く。体を動かす。
　　　お風呂に入る。→リラックス（いやし）
　　・ 一人で考える。家族に相談する。友達に相談す

る。専門機関に相談する。
　　　→じっくり（悩みに向き合う）
６　 不安や悩みを解決するために、どんな工夫をした
らいいか考え発表する。

　〇 不安や悩みを解決するために、いいアイディアを
出してください。どんな工夫をしたらよいと思い
ますか。

　　・どうしたらいいか、じっくり考える。
　　・友達に相談する。
　　・家の人に相談する。
　　・先生に相談する。
　　・専門機関に相談する。

・ １の心のアンケートの結果に出てきたこ
とに関する不安や悩み（友達のことや勉
強のこと、自分の性格のこと、自分の体
のこと）についての解決の仕方について
考えさせる。

・ 展開６につながるように、不安や悩みの
程度に合わせた解決の仕方をしていくと、
いいことがあるということを意識付けさ
せる。

・ 個人で考えさせてから全体で話し合わせ
る。
★② 〈意思決定をさせるための話合いの工
夫〉

　 　不安や悩みを解決するためのアイディ
アを発表し合うことで、意思決定しやす
くできるようにする。

終
末
・
き
め
る　

10
分

７　めあてを発表する。
　◇めあてを発表しましょう。
　　・ 友達とトラブルがあったら、自分から謝ったり、

誰かに相談したりしたいです。
　　・ 勉強で分からないところがあったら、恥ずかし

がらずに先生に聞いてみたいです。
　　・ 悩みがあったら、自分で考えてみたり、家族や

先生に相談したりしたいです。

８　学習の振り返りをする。
　◇今日の学習で分かったことを発表しましょう。

・KOKOROカードに書かせる。
・ これから起こりうる不安や悩みに直面し
た時の心構えとして、どのように解決し
ていくかを意思決定させる。
・何人かに発表させる。
評  これから、不安や悩みを抱えた時に、
どのように解決していくか、自分に合
った解決の仕方へのめあてを決めるこ
とができる。

　【思・判・表】(発表・カード)
▲ 板書や友達のカードを参考にして、めあ
てを考えさせる。

・ 振り返りの観点は「分かったこと」にす
る。
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１　題材名　「見直そう！インターネットの利用の仕方」
　　　　　　　　学級活動（２）ウ　心身ともに健康で安全な生活態度の育成
２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　本学級の児童に、事前に実施したインターネットの利用に関するアンケートでは、いずれの家
庭でもインターネット等を活用できる環境にあり、ほぼ毎日それらを活用している実態が見てとれた。

　　 　一方、事前アンケートから、インターネット利用に必要となる情報モラルについては個人差が
大きいことが分かる。「インターネットの利用における各家庭の利用の際のきまり」に関する問
いに対しては、時間に関する回答がその大部分を占め、マナーやルールのような情報モラルに関
する回答は少数にとどまった。「使用の際に自分で気を付けていること」の問いに対しては情報
モラルに関する回答をする児童も見られたが、回答の内容は個人差が大きく、児童それぞれに判
断が委ねられている状態であった。また、情報モラルに関した回答は「～しない」が多いが、危
険性と関連させた回答はなく、児童がインターネット利用の危険を十分に理解したり予測したり
できているとは言い難い。

　⑵ 題材の指導観
　　 　本題材では情報モラルを扱い、情報社会における危険を予測・回避し、インターネット等を安
全に利用するために、自分の生活に合っためあてを考えることができるようにすることが本題材
のねらいとなる。本時では複数の内容項目に分類される情報モラルの中から、安全への知恵を含
む情報セキュリティに焦点化して学習の展開を図る。

　　 　学習における中心活動はケースメソッドとし、文科省より提示されている「情報モラル教育に
関する指導の充実に資する動画教材」より、『SNS等のトラブル』を事例として取り上げる。こ
の動画を用いることで、児童にインターネット利用における危険を具体的に想起させ、自分の生
活に合った危険を回避する方法を考えるようにする。

３　評価規準　別紙参照 （p40）
４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　〇 情報社会における危険を予測・回避し、インターネット等を安全に利用するために、自分の生

活に合っためあてを考えることができる。
　⑵ 展　開
段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導
入
・
つ
か
む　

10
分

１ 　インターネット利用におけるメリット・デ
メリットを考える。
　○ インターネットのメリット・デメリットは
何でしょうか。

　　・たくさんのことを知ることができる。
　　・色々な人とつながることができる。
　　・詐欺などがある。
　　・個人情報などが流出する。
　　・嫌がらせや悪口などが書かれる。 
２　 インターネット利用の危険性を自分ごとと
して捉える。

　〇 資料を見て、学級のインターネット利用や
トラブルの様子について、どうなっている

・ インターネット利用のデメリットが潜在
的な危険性であることと示唆する。

・ アンケートを基に作成した「インターネ
ット利用状況」「トラブル経験」「インタ
ーネットの危険に関わるニュース等」を
資料として提示する。

第５学年２組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男７名　女14名　計21名
指導者：教 諭　對馬　秀孔
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５　事後の指導
　　 　学期末に、意思決定したワークシートを基に、自分のめあてに対して取り組んでいる様子につ
いて振り返るようにする。それを紹介し合い、みんなでがんばりを認め合えるようにすることで、
実践の継続を図るようにする。

導
入
・
つ
か
む　

10
分

　　ことが分かりますか。
　　・ どの家でもインターネットを利用してい

る。
　　・ 学級ではインターネットの利用でトラブ

ルになっている友達はいない。
　○ 資料を見て、みなさんの生活に起こりえる
ことを予想してみましょう。

　　・ インターネット利用でトラブルになって
いるニュースはよく聞いている。今はま
だ関係していないけれど、これからはト
ラブルがあるかもしれない。

３　学習課題を確認する。

★①〈生活上の課題を自分ごととして捉え
　　させるための工夫〉
　 　身の回りで起こっているインターネッ
ト利用の危険性が自分にも起こりえるこ
とを認識させることで、課題を自分ごと
として捉えることができるようにする。

展
開
前
段
・さ
ぐ
る
10
分

４　危険を予測する。
　○ 動画を見て、これからどんな危険があると
予想されますか。

　　・監督が責められる。
　　・チームがなくなる。
　　・嘘がばれる。
　　・非難が殺到する。

・ 動画『SNS等のトラブル』を途中まで視
聴させ、その後に起こる出来事を予想さ
せる。

・ 予想を発表させた後に、事態の行方を確
認する。

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

15
分

５　危険を回避する方法を考える。
　○ 事例のような危険を回避するための注意点
はどんなことでしょうか。

　　・嘘を書き込まない。
　　・人の悪口を書き込まない。
　◇ 事例のような危険を回避するための自分の
取組を考えましょう。

　　・書き込んだら発信する前に見直す。
　　・必要なこと以外書かない。
　　・相手を貶める言葉を使わない。
　　・ インターネットの世界と現実の世界は同

じだと意識して使用する。

・ グループでの話合いののちに全体で話し
合うようにする。

・ 個で考えてから全体で話し合うようにす
る。

★② 〈意思決定をさせるための話合いの工
夫〉

　 　危険に基づく回避策として注意点とそ
れに向けた自分の取組について発表し合
うことによって、意思決定する際の思考
の足掛かりとなるようにする。

終
末
・
き
め
る　

10
分

６　自分のめあてを決める。
　◇ ワークシートにインターネットの利用につ
いて改善したり取り組んだりしたいことを
書いてみましょう。

　　・ インターネット上やラインで書き込みを
する際には、発言内容に気を付けて行い
たい。

７　学習を振り返る。
　◇ 今日の学習で分かったことを振り返りまし
ょう。

　　・ インターネットは多くのメリットだけで
なく、危険もあるので、危険を予測して
回避して利用したい。

・ ワークシートに「どんな危険」を防ぐた
めに「どうするのか」を記入させること
で、意思決定がインターネット利用の改
善につながるようにする。

評  インターネット利用における危険を回
避するための注意点や取組を基に、自分
の生活を振り返ってインターネット利
用の際のめあてを考えることができる。

　【思・判・表】（ワークシート）
▲ 黒板に記したインターネット利用の危険
とその回避するための注意点や取組を基
にして、意思決定を促す。

インターネット等でトラブルにまきこまれないようにするために、どのようにしたらいいのか考えよう。
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１　単元名　「病気の予防」　（みんなの保健　５・６年　出典：学研）
２　単元について
　⑴ 単元の学習に関わる児童の実態
　　 　児童は、自分の経験や周りの人たちの様子、テレビやインターネットの情報などにより様々な
病気についての知識を持っている。しかし、それらの病気の原因や予防の方法についての知識が
必ずしも正しいものではない場合もある。

　　 　また、飲酒については、ＣＭなどの影響もあり、興味を持っている児童も少なくない。喫煙や
薬物乱用については、やりたくないと考えている児童がほとんどであるが、ＳＮＳなどの普及に
より、ファッション的な要素に引き付けられている児童がいる。

　　 　そこで、病気の起こり方や予防方法、飲酒や喫煙、薬物乱用で起こる害についての正しい知識
や飲酒をするように誘われた時の断り方などを身につけることにより、これからの生活の仕方や
生き方を考えることができるようにしたい。

　⑵ 単元の指導観
　　 　本単元では、病気を防ぐには、それぞれの原因に応じた予防法を講ずる必要があることを知り、
予防のための課題から自分の生き方を考えることができるようにしていくことを目標としている。
自分の経験などを掘り起こし、それを授業の中で適宜取り上げることによって、現在の自分自身
の生活習慣やこれからの生活の仕方によって生まれる課題について考え、どのようにして危険を
回避していくかを話し合うことにより、生き生きとした学習の展開になると考える。

　　 　また、喫煙、飲酒、薬物乱用の害については、近年喫煙や飲酒の機会が小学生にも増えている
ことから、小学校の段階でしっかりとした認識を図っておく必要があると考える。未成年の喫煙、
飲酒は法律で禁止されていること、薬物の乱用については成人であっても法律で禁止されている
ことを理解し、好奇心で手を出したり、周りの人からの誘いに乗ったりせず、自分で適切に判断
できるようにさせたい。

３　評価規準

４　本時の学習　（７／８）
　⑴ 目　標
　　〇 薬物の乱用が心身に及ぼす害や薬物が法律で禁止されていることを理解し、これからの生活の

仕方を考えることができる。
　⑵ 展　開

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度
・ 病気は、病原体、体の抵抗力、生活行動、環境が関
わりあって起こることやその予防には、病原体が体
に入ることを防ぐことや病原体に対する体の抵抗力
を高めることが必要であること、望ましい生活習慣
を身に付ける必要があることを理解している。

・ 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、健康を損なう
原因となることを理解している。

・ 地域では、保健に関わる様々な活動が行われている
ことを理解している。

・ 病気を予防するため
に、課題を見付け、
その解決に向けて思
考し判断していると
ともに、それらを表
現している。

・ 健康・安全の大切さ
気付き、病気の予防
についての学習に進
んで取り組もうとし
ている。

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導
入

１　薬物乱用の意味を知り、課題を考える。
　○「薬物乱用」とはどういう意味でしょう。
　・使ってはいけない薬を使うこと。
　・コカインを使うこと。

・ ニュースなどで取り上げられている
ことなどを時間をかけずに発表させ
る。

第６学年１組　体育科　学習指導案
対　象：男15名　女17名　計32名
指導者：教 諭　小山内祥子
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導
入　

10
分

　・逮捕されるようなこと。
　◇カッコにあてはまる言葉を書きましょう。
　・ 薬物乱用とは、（法律）で禁止されている薬物を
使ったり、薬の（目的）とは違う使い方をしたり
すること。

・ワークシートを配付。
・ 飲酒や喫煙と違い大人でも法律で禁
止されていることをおさえる。

・ 病気やけがの際に使用する薬も使い
方を変えると乱用にあたることをお
さえる。

展　
　

開　
　

25
分

２　 薬物を乱用することで起こる影響を調べ、話し
合う。

　◇ 教科書を読んで、薬物を乱用すると起こる、体
や社会への影響について調べましょう。

　・歯や骨が溶ける。
　・脳が縮む。
　・やめられなくなる。
　・幻覚を見る。
　・お金がかかるから、犯罪を犯す。
　・感情のコントロールができなくなる。
　・事故や事件を起こす。
　○ 法律で薬物乱用が禁止されているのはなぜでし
ょう。

　・体に悪いから。
　・犯罪につながるから。
　・迷惑がかかるから。
　◇ 薬物に手を出してしまうきっかけや依存性につ
いて調べましょう。

　・ 友達や先輩などから進められて、軽い気持ちで
始める。

　・進められて、断りきれなくてやってしまう。
　・一度くらいなら害はないと誤解している。
　・個人の自由だからと軽く考えてしまう。
　・ 頭がよくなる、やせるなど嘘の情報を信じてし
まう。

　・ 外国では禁止されていないからという理由をつ
けて手を出してしまう。

３　 学習したことや体験談からこれからの生き方　
を考える。

　◇体験談を聞きましょう。
　・たった１回の使用で、こわいことになるんだ。
　・ 身近な人から誘われると断りにくいものなの　
かもしれない。

　・絶対やりたくない。

・ シンナーを乱用するとどうなるかを
中心に考えさせる。

・ 体への影響が起こることのほかにも
社会的な影響があることにも気づか
せる。

・ 依存性についてもおさえる。
評  １回の使用でも心身に悪影響があ
ることを理解することができる。

　【知識・技能】（ワークシート）
▲ ワークシートの穴埋めをすることで
考えさせる。

・ 飲酒や喫煙とは違い大人も乱用する
ことが禁止されていることから理由
を想像させる。

・ 身近なところにきっかけがあること
に気付かせる。

・ 間違った情報が多くあることにも気
付かせる。

・ 日本学校保健会発行薬物乱用防止教
育ビデオ「ストップ・ザ・薬物」の
アニメーションを使う。

終　

末　

10
分

４　学習のまとめをする。

５　学習の振り返りをする。
　◇ 今日の学習で分かったことや考えたことを振り
返りましょう。

　・ 薬物を使うといろいろな悪い影響が起こること
を忘れないで、絶対に薬物に近寄らないように
したい。

　・ 自分や家族を守るためにも薬物乱用は絶対にし
ない。

・児童の言葉を使ってまとめる。

・何人かの児童に発表させる。

薬物を乱用すると起こる影響にはどんなも
のがあるかを考えよう。

　１回でも薬物を乱用すると、心にも体にも周りの人へも悪い影響がある。
　誘惑に負けない強い気持ちを持つことが大切。
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１　題材名　「地場産物をおいしく食べよう」　　　　　　　
　　　　　　　　学級活動（２）　エ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
２　題材について
　⑴ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　給食を完食している子は少なく、食べ残しの状態を見ると、特に野菜・魚が多い。６月の「ふ
るさと産品給食の日」では、献立であるサバの塩焼きや切り干し大根の食べ残しが多かった。ま
た、アンケート結果から、給食に使われている食材は地場産物を使っていることを知らない子が
たくさん見られた。

　⑵ 題材の指導観
　　 　導入では、給食の残菜量の写真を見せ、特に野菜・魚が多いことに気付かせる。また、事前に
とったアンケート結果を伝え、学習課題につなげていく。次に、地場産物についての理解を深め、
グループごとに地場産物を用いた給食の献立を作成させる。この活動を通して、栄養価が高い、
新鮮である等地場産物のよさに気づくことができると考える。そして、今までの食生活を振り返
り、今後は地場産物である野菜等を進んで食べたり、地域で収穫している食品に関心を持ったり
できるよう、実践への意欲を高めていきたい。

３　評価規準　別紙参照 (p40)
４　本時の学習
　⑴ 目　標
　　〇 地場産物のよさについて理解し、今までの自分の食生活を振り返りながら食文化との関わり方

を考えることができる。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★提案事項 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て

導　

入
・
つ
か
む　
　

５
分

１　地場産物を提示する。
　○この野菜はどこでとれたでしょう。
　　・北海道
　　・五所川原
　　・深浦
２ 　給食で使われている食材は地域で収穫し
たものを使っていることを知る。
　○ 残している野菜の中には五所川原市や青
森県で収穫されたものがあることを知っ
ていますか。

　　・大根は自分の家でも作っている。
　　・長いもは日本で一番収穫されている。
３　学習課題の確認をする。
　◇今日の学習課題です。

・にんじん・大根・長いもを提示する。
★① 〈生活上の課題を自分ごととして捉えさ
せるための工夫〉

　 　地場-産物の野菜を見たり、給食の献立
の中には地場産物を使っている料理もある
ことを知ったりすることによって、課題を
自分ごととして捉えることができるように
する。

展
開
前
段

４　地場産物について知る。
　◇地場産物について理解を深めましょう。
　　・青森県の地場産物
　　・食料の生産・流通に当たる人々の努力
　　・地場産物の生産過程

・ 地場産物は映像で提示し、どんな食品なの
か確認させる。

・ 給食献立表を提示し、青森県産の農産物を
たくさん取り入れていることを理解させる。

地場産物のよさについて考え、自分の食生活を見直そう。

第６学年２組　学級活動（２）　学習指導案
対　象：男15名　女17名　計32名
指導者：教 諭　木　村　  恵
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５　事後の指導
　　 　「ふるさと産品給食の日」、地場産物を食材とした献立の日に、どんなことを意識して食事をし
たか振り返らせる。

展
開
前
段
・
さ
ぐ
る
15
分

　　・地場産物を食べることのよさ
５　 給食の献立に地場産物をどの位取り入れ
ているか確認し、栄養面でも優れている
ことを知る。

　◇ 献立を見て青森県産の食品を挙げましょう。
　　・長いも　・ごぼう　・大根　・さば
　　・ほたて
　○栄養面で気づいたことは何でしょう。
　　・ごぼうや大根はビタミンが豊富です。
　　・さばは体をつくるもとになる食品です。

・ 五所川原市で栽培されている農産物につい
ても取り上げる。

・ 補足として地場産物をたくさん使っている
郷土料理についても紹介する。（せんべい
汁・けの汁）

展
開
後
段
・
み
つ
け
る　

15
分

６　 地場産物のよさを、自分の食生活にどの
ように生かしていくか話し合う。

　○ みんなが見つけた地場産物のよさを、こ
れからの食生活に取り入れたらみんなが
もっと幸せになると思います。自分でで
きることは何ですか。

　　・ 新鮮な地場産物をたくさん食べること
で健康につながると思います。

　　・ 地元の野菜を買うようにすれば、地域
の農家の人も助かると思います。

・ 板書や提示物をヒントにさせたり、普段の
食生活を振り返らせたりして、話合いにつ
なげる。

★② 〈意思決定させるための話合いの工夫〉
　 　地場産物のよさを、どのように生かして
いくか発表し合うことで、自分の食生活の
改善点を考えるための参考にさせる。

終
末
・
き
め
る　

10
分

７　 今までの食生活を振り返り、改善点を考
える。

　○ 地場産物を進んで食べていたかを振り返
り、今後の食生活について改善すべきこ
とを考えましょう。

　◇改善点を発表しましょう。
　　・ 野菜は苦手で、給食は残すことが多か

ったけど、地場産物の野菜がたくさん
あることを知り、栄養もとれるので、
なるべく食べるようにしたい。

　　・ 今まで食べ物を粗末にしていたけど、
農家の人のおかげで新鮮な野菜が食べ
られるので残さず食べていきたい。

　　・ 地場産物を食材として献立を考えてい
ることを今まで知らなかったので、栄
養士さんや作った人に感謝して食べて
いきたい。

８　学習の振り返りをする。
　◇今日の学習の感想を発表しましょう。
　　・ 青森県で収穫されている野菜がたくさ

んあり、野菜は体にいいのでたくさん
食べようと思った。

　　・ 地場産物を取り入れた料理がたくさん
あるのでおいしく残さず食べていきた
い。

・ワークシート②に改善点を書かせる。

評  地場産物について理解し、今までの自分
の食生活を振り返りながら改善点を考え
ることができる。

　【思・判・表】（ワークシート・発表）

▲ 改善点を考えられない子には、グループ毎
の発表内容を参考にさせる。
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１　題材名　「すてきな自分になろう」  ～安全・安心な生活をつくるために
２　題材について
　⑴ 題材の目標
　　・校内で起こる危険を予測し、けがや事故を防ぐ方法を考えることができる。

【感覚を統合的に活用した周囲の状況の把握】　
　　・ ソーシャルスキルすごろくを通して、みんなと協力しながら自分をコントロールする力や共感する力

を高め、行動の仕方を身につけることができる。 【他者とのかかわりの基礎】　
　⑵ 題材の学習に関わる児童の実態
　　 　集団行動や人間関係において、周囲の状況把握ができないため、自覚のない行動が危険につながった
り、自分の思いを言葉で伝えることができずにトラブルになったりすることがある。

　　 　また、他人の見方や気持ちを推し量ることや自分の置かれている状況を客観的に捉えることが苦手な
児童が多い。

　⑶ 題材の指導観
　　 　社会性に課題を持ち発達に障害のある子供たちに、社会性や人間性を育てるソーシャルスキルトレー
ニングの必要性を強く感じる。そこで、週に１時間合同学習の時間を設定し、障害種の枠を越えた小集
団での学習形態に取り組んでいる。今年度は「すてきな自分になろう」をテーマにし、特に校内での安
全の意識を高め、安心して過ごせるようなソーシャルスキルすごろくに取り組んでいる。

　　 　本時では、前時の廊下歩行に引き続き、階段の歩行について取り上げていく。危険が予測される場所
を焦点化し、積み重ねていくことで安全に対する意識を高めていく。

　　 　指導に当たっては、視覚に訴える教材や模擬体験（ロールプレイ）を通して、知識を具体的にイメージ
させること、児童の実態に応じて必要なことを徐々に増やして、繰り返しながら場や状況に応じた適切
な行動をしようとする意識を高めていくようにする。

３　本時の学習
　⑴ 目　標
　　○ソーシャルスキルすごろくを通して、階段での安全歩行の意識を高めることができる。
　⑵ 展　開

段階
（時間）

学 習 活 動
○発問　◇指示　・予想される児童の反応

★工夫するところ 　評 評価 　・留意点
▲つまずきに対する支援の手立て
Ｔ１ Ｔ２～Ｔ４

導　

入
・
つ
か
む　

３
分

１　学習を見通す。
　①前時のふり返り
　②階段を安全に歩くために
　③ソーシャルスキルすごろく
　④ふり返り

２　学習課題を確認する。

・ 黒板に本時の流れを箇条書きしたカードを
提示し、見通しをもって学習できるように
する。

　　　　　　　　　　 Ｔ２・Ｔ３・Ｔ４

…児童支援

展
開
前
半

３  危険を予測して、望ましい行動を考える。
　◇ イラストを見て、同じようなことをやっ
たことのある人は手を挙げましょう。

　〇この後、どんなことが予想されますか。
　〇 どんなことに気をつければいいか考えま
しょう。

★ ①危険な行動のイラストを見せて自分がや
ったことがあるか挙手させることで、自分
ごととして捉えられるようにする。

　　　　　　　　　　 Ｔ２…板書

　　　　　　　　　　 Ｔ３・Ｔ４…児童支援

特別支援学級　自立活動　学習指導案
対　象：あすなろ学級１…５名、あすなろ学級２…４名
　　　　すずかけ学級…２名、しらかば学級…１名、計12名
指導者：教諭　齊藤　公伸（T1）、教諭　櫻庭留美子（T2）
　　　　教諭　小野　誘子（T3）、教諭　近藤　智枝（T4）
　　　　学校教育支援員　間山　靖子

階段で安全に歩くために、どんなこと
を気をつけたらいいか考えよう。
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さ
ぐ
る　

10
分

　①走っている場面
　・ぶつかって転んでけがをするよ。
　・階段を走らないようにする。
　②段外しし、ジャンプしている場面
　・階段を踏み外して、けがをしてしまうよ。
　・階段は一段ずつ上り下りする。

展
開
後
半
・
み
つ
け
る　

25
分

４　ソーシャルスキルすごろくで模擬体験を
　する。
　◇すごろくを始めましょう。

　・ 止まった色と同じ色の袋からカードを引
いて、みんなに伝わるように読む。

　＜ストップカード＞
　◇ 先生達の演技を見て、危ないと思ったら
ストップをかけて、どうすればよいか教
えましょう。

　・ ストップ！なわとびを振り回したら危な
いから、たたんで持ちます。

　＜色カード ＞
　◇スキルカードかるたを読みましょう。
　・「歩こうね　廊下・階段右側通行」
　・「危ないよ 入っているかな かかとさん」
　＜協働カード＞
  ◇力を合わせて課題をクリアしましょう。
　・手をつないだまま、輪を渡していく。

　・ タイマーが鳴ったらすごろくを終了する。

　　　　　　　　　　 Ｔ３…進行

・ 準備作業は自主的に集まった児童が協力し
て行う。

・前時に決まった順番の確認をする。
・ チームから１人ずつ前に出て順番にさいこ
ろを振る。

・ すごろくは６色のカード（安全・学校生活・
学習規律・挨拶・対人関係・協働）とスト
ップカード（危険予測）を設定する。

・ 困った事があった時は、ヘルプカードを提
示して助けを求めてもよいことを伝える。

・ ストップカードは、教師が実演する危険な
行動を子供達にストップをかけさせ、何が
よくないのか理由を発表させる。その後、
ロールプレイを行う。

　　　　　　　　　　 Ｔ４… ストップカー
ド担当

　　　　　　　　　　 Ｔ１・Ｔ２
…モデリング

★ ②ソーシャルスキルすごろくの課題に取り
組むことで、安全についての意識を高める
ようにする。

評 　望ましい行動をしようとする意識を持
ち、チームで仲良く活動することができる。

　【 感覚を統合的に活用した周囲の状況の把
握】 （発表）

▲ 個別に声がけをしたり、上学年を手本にし
てロールプレイをさせたりする。

終
末
・
き
め
る　

７
分

５　学習の振り返りをする。
　◇今日の学習を振り返りましょう。
　・ 階段をジャンプすると、けがにつながる
ので、階段は一段ずつ下りるようにする。

　・ 安全に歩くことでけがをしないので、こ
れからは危ないことをしないようにした
い。

　◇ 振り返ったことを発表します。発表した
い人はその場に立ちましょう。

・振り返りカードを書かせる。

・ 振り返りカードにはなかなか書けない子に
は、板書を見ながら書いてもよいことを伝
える。

・チーム順に発表をさせる。
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؍


よりよい生活を
築くための知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

ධ 

Ձ 

 ن

४

・ 生活を楽しくするために大
切なことや、基本的な生活
や学習の仕方を理解してい
る。

・ 自らの生活を振り返り、自
らの問題に気付いている。
・ 問題を解決する方法を考え
たり、自分に合った方法を
見つけたりして、実践して
いる。

・ 自分の生活の問題に関心を
もち、よりよい生活をしよ
うとしている。

・ 進んで課題解決に取り組み、
友達と認め合い励まし合い
ながら人間関係を形成しよ
うとしている。

؍


よりよい生活を
築くための知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

ධ 

Ձ 

 ن
४

・ 生活を楽しくするために大
切なことや、基本的な生活
や学習の仕方を理解し、よ
りよい生活を送るための知
識や行動の仕方を身に付け
ている。

・ 日常の学習や生活を振り返
り、自分の課題を見付けて
いる。
・ 課題を解決する方法を考え
たり、自分に合った方法を
判断したりして、実践して
いる。

・ 自分の生活の問題に関心を
もち、進んでよりよい生活
をしようとしている。

・ 進んで課題解決に取り組み、
友達と認め合い励まし合い
ながらよりよい人間関係を
形成しようとしている。

؍


よりよい生活を
築くための知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

ධ 

Ձ 

 ن

४

・ 生活を楽しくするために大
切なことや、自分の課題、
その解決方法についての知
識や行動の仕方を身に付け
ている。

・ 日常の学習や生活を振り返
り、課題を見付けている。
・ 課題を解決する方法を考え
たり、自分に合った方法を
判断したりしている。
・ 目標をもって、粘り強く実
践している。

・ 自分の生活の向上に関わる
問題に関心をもち、主体的
に生活しようとしている。

・ 進んで課題解決に取り組み、
友達と認め合い協力し合い
ながらよりよい人間関係を
形成しようとしている。

学級活動（２）　評価規準一覧

五所川原市立五所川原小学校

ୈ̍学年ٴͼୈ２学年ͷධՁن४

ୈ̏学年ٴͼୈ̐学年ͷධՁن४

ୈ̑学年ٴͼୈ̒学年ͷධՁن४



〈提 言 者〉

弘前市立大和沢小学校　　養護教諭　工　藤　由香子

つがる市立瑞穂小学校　　　　教諭　小笠原　郁　代

〈助 言 者〉

北五歯科医師会　　　　　　　理事　津　島　克　正

第１分科会

ʮޱ・ࣃͷ健ͮ͘߁Γʯ

〈協 議 題〉

生涯にわたって歯・口の

 　　　　　　　　健康づくりに励む教育の進め方





―  43 ―



―  44 ―



―  45 ―



―  46 ―



―  47 ―



―  48 ―



―  49 ―



―  50 ―



―  51 ―

・
他

律
的

な
健

康
づ

く
り

か
ら

自
律

的
な

健
康

づ
く

り
に

繋
が

る
ア

プ
ロ

ー
チ

の
あ

り
方

の
模

索

・
乳

歯
の

む
し

歯
の

改
善

を
目

指
す

、
幼

保
こ

ど
も

園
や

地
域

と
の

連
携

し
た

歯
科

保
健

活
動

の
取

組

・
継

続
し

た
指

導
の

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

と
専

門
的

知
識

・
指

導
技

術
の

向
上



―  52 ―

̍　͡Ίʹ ʢ研究ओઃఆͷཧ༝ʣ

　① 教育目標との関連から
　　 　本校は、令和元年度から「生きる力をはぐくむ歯･口の健康づくり推進事業」推進校と

して、健康教育に取り組んでいる。この事業は、昭和53年から文部省（現文部科学省）で
実施してきた「むし歯予防推進指定校」などの取り組みを発展させたもので、平成19年
度から日本学校歯科医師会が実施している事業である。学校における歯･口の健康づくりは、
子どもたちが自分の歯や口の健康状態に関心を持ち、健康上の問題について自ら考え、歯
みがきや食生活などの生活習慣を主体的に改善できる資質や能力といった「生きる力」を
身につけ、生涯を通じて健康で活力のある生活を送る基礎を養うことをねらいとしている。

　　 　本校では、「やさしく　かしこく　たくましく」の校訓のもと、「夢をもち、社会や地域
で生き生きと活動する人づくりをめざして」を学校教育目標に教育活動を行っている。さ
らに、努力目標の一つに「けんこうを考え、進んで運動する子」を掲げ、それに結びつく
実践課題として、「基本的生活習慣を身につけ、健康な生活を実践できる子の育成」を設
定し、健康教育を行っている。「生きる力をはぐくむ歯･口の健康づくり」に取り組むこと
が、学校教育目標の具現化及び課題解決の達成につながるのではないかと考え、本主題の
もと健康教育を進めていくこととした。

　② 児童の実態から
　　 　本校では、以前から歯･口の健康づくりに関して、むし歯の予防や咀嚼を中心に取り組

んできた。しかし、歯科検診の結果を見ると、１学年の未処置歯保有児童の割合が高く、
中学年ではう歯のある児童が多い。歯垢の状態では、歯垢レベル１（若干付着している）児
童の割合が高く、全校の１/４近い児童の歯に歯垢が付着しているということが分かった。
このことから、むし歯の処置や生活の中での歯みがきの仕方に課題があることが明らかに
なった。

　　 　生涯を通じて健康に過ごすための生活習慣を身につけさせ、実践させていくためには、
児童が自らの健康課題に気づき、考え、実践していく力を育成することが重要である。歯
･口の健康づくりは、学校での指導だけでなく、日常の実践が習慣として定着することに
より効果が上がる。そのため、家庭との連携が必要不可欠である。また、学校だけでは専
門的な知見を活かした指導に限界があることから、地域の関係機関の協力も得ながら実践
を推進する。

生涯にわたって歯・口の健康づくりに励む教育の進め方
－家庭・地域・医療機関と連携した歯と口の健康づくり－

つがる市立瑞穂小学校
　教諭　　小笠原　郁　代
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２　令和ݩ年度ͷऔΓΈ

　①全校児童を対象とした養護教諭による歯みがき指導の実施
　　・カラーテスターを活用し、隅々まで丁寧にみがくことの指導
　　　（実施方法）
　　　　給食後、保健室で５人ずつ、全学年を対象に年２回実施。
　　　 　染め出し後、個々の口の中の様子を写真撮影し、どこの部分がうまくみがけているか、

どの部分を丁寧にみがかないといけないのか等、本人の気づきにつなげた。

　② 歯みがきマスターによる歯みがき指導
　　・ 高学年（５・６年）できれいにみがけるようになった

児童を「歯みがきマスター」として認定し、下学年
の歯みがき指導にあたらせた。

　　・歯みがきマスターの活動
　　　 火・木曜日の歯みがきの時間に、下級生の前に出て

手本になるようにみがく。高学年と下学年が見合い
ながらみがくことで、互いによい刺激になっていた。

　③ 週１回のフッ素洗口の実施
　　・ つがる市役所健康推進課保健師による指導を受けながら、毎週月曜日、給食後の歯みが

きの後に実施。

　④ 全国小学生歯みがき大会への参加（５年生）
　　・DVDを視聴し、正しい歯のみがき方を学習。
　　　大会後、デンタルフロスを使う子が増加。
　　　 （９月のアンケートでは、週１、２回使う子が19人、月１、

２回使う子が８人）

　⑤ 歯科衛生士による歯みがき指導の実施
　　・学校歯科医に協力を依頼
　　・児童の歯の成長に合わせた歯みがき指導
　　　１学年…６歳臼歯（奥歯）のみがき方
　　　２学年…前歯のみがき方
　　　３学年…奥歯のみがき方
　　　４学年…奥歯のみがき方
　　　５学年…歯肉炎の予防
　　　６学年…みがき残しのない正しいみがき方
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　⑥　�つがる市立木造中学校栄養士（ゲストティーチャー）による歯・口の健康に関する食育指
導の実施

　　（テーマ）
　　・２学年…おやつを上手にとろう
　　・４学年…噛むことの大切さ
　　・６年生…歯によい食べ物

　⑦「みずほけんこう集会」の開催（６月の参観日に実施）
　　・ むし歯予防の大切さを知り、歯と口をきれいにしようとする意識を高めるため、「歯を

大切にしよう」と題して、集会を開催した。
　　・ 児童と保護者が一緒に参加し、保健委員会の児童によるむし歯予防を寸劇にして表した

発表を見たり、青森県口腔保健支援センター歯科医師の講話を聞いたりした。
　　・テーマ「歯を大切にしよう」
　　　ア　保健委員会児童による寸劇
　　　イ　講話「むし歯の予防について」
　　　　　講師：県口腔保健支援センター　金澤孝彦氏
　　　ウ　感想発表
　　　　　・児童６名
　　　　　・保護者３名
　 　児童の感想文には、「食事の後だけでなくおやつの後もみがくことや夜の歯みがきをてい
ねいにしなければいけないことがわかった。」と書かれていたものが多かった。また、保護
者からは、仕上げみがきをするようになったという声もあり、親子で一緒に学ぶよい機会と
なった。

　⑧ 歯みがきアンケートの実施・集計・結果の分析
　　・各家庭での歯みがきの実態について、保護者と児童にアンケートを実施、集計。
　　　 結果の分析を今年度の活動につなげるとともに、今年度のアンケート結果と比較分析し、

研究の成果を見る。

　⑨ 長期休業中の歯みがきカレンダーの実施
　　・夏季と冬季の２回実施。
　　・夏季…毎日歯をみがいた回数をチェックしその日付に色を塗る。
　　・冬季…朝・昼・晩（就寝前）それぞれを毎日チェックしその日付に色を塗る。
　　　→児童の実態を把握しやすい。（朝・昼・晩いつみがけていないかが分かる。）
　　（カレンダー集計結果）

　　　朝・夜はよくみがけているが、昼はみがけていないことが分かった。
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　⑩歯ッピーファイルの活用
　　・ 全校児童にファイルを配布し、歯と口の健康に関する実践の足跡をファイリングさせて

いく。

　⑪ 歯と口の健康づくり推進委員会の設置
　　 　学校歯科医、保健師、保護者代表、校長、教頭、保健主事、養護教諭が参加し、本校の

実態や課題について話し合った。

　⑫ 校内研究での授業実践
　　 　歯・口の健康に関する授業を行い、学びを日常の生活習慣につなげる取り組みを行った。

̏　令和２年度ͷऔΓΈ

　＜歯科保健目標＞

　　・ 10月に歯科検診を実施→児童の歯の状態を把握し、昨年度の取り組みについて分析検
証する。

　　・全校児童を対象とした養護教諭による歯みがき指導の実施
　　・給食後の歯みがき指導の充実（高学年の歯みがきマスターによる歯みがき指導）
　　・全国小学生歯みがき大会への参加（５年生）
　　・栄養士による歯・口の健康に関する食育指導の実施
　　・ 歯みがきアンケート及び生活習慣アンケートの実施・集計・結果の分析・昨年度との比較
　　・長期休業中の歯みがきカレンダーの実施（夏季休業のカレンダーの集計結果）

　　・歯ッピーファイルの活用
　　・歯と口の健康づくり推進委員会
　　・校内研究として、全学年で「歯・口の健康づくり」に関する提案授業の実施。

̐　ड্ͷऔΓΈ

　　・保健だよりで早めの受診を呼びかける。（歯科検診直後・冬休み前の２回）
　　・養護教諭による保健指導を実施する。
　　　 （歯科医師から提供された資料をもとに、「むし歯を放置するとどうなるか」をテーマに

全校を対象に行う。）
　　・校内掲示物で、全校の治療の取り組み状況を知らせる。

・自分の歯や口の状態を知り、自分で取り組むことを考えることができる子の育成
・むし歯や歯肉炎の予防のためにできることはなにかを考え、進んで歯みがきに取り 
　組む子の育成
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̑　Ռͱ՝

　＜成果＞
　　・給食後の歯みがきでは、鏡を見ながら自分の歯を隅々丁寧にみがく児童が増えた。
　　・ 高学年の「歯みがきマスター」（きれいにみがけている子）に認定される児童の数が昨年

度より増えた。（特に６年生は歯みがきが上手になり、みがき残しが少ない。）
　　・家庭で朝と夜の一日２回みがいている児童の割合が昨年度より増えた。
　＜課題＞
　　・ 休日の昼食後の歯みがきを実施している子の割合が低い。食べたらみがく習慣化がまだ

不十分である。
　　・家庭での歯みがき習慣に個人差がある。（朝は、全くみがいていない子がいる。）
　　・歯科医の受診率が低い。保護者への啓発が必要である。

̒　͓ΘΓʹ

　 　今年度は、新型コロナウイルス感染予防の関係で、計画した取り組みの多くを変更、中止
せざるを得なかった。その点で、十分な成果を上げられなかった点がいくつかあり、大変残
念に感じている。
　 　しかし、歯・口の健康に関する授業を全学年で計画的に実践したことで着実に児童の意識
は変容してきている。
　 　これからも、歯・口の健康教育を通して、家庭・地域・医療機関と連携しながら、児童一
人一人の生涯にわたる健康づくりの基礎を養い、学校教育目標の具現化に向けて、教育活動
を継続していきたい。



〈提 言 者〉

むつ市立第一田名部小学校 教頭　鎌　田　　　悟

五所川原市立金木小学校 教頭　川　浪　久　和

〈助 言 者〉

弘前大学大学院理工学研究科 教授　片　岡　俊　一

第２分科会

ʮ�安ç全çڭçҭ�ʯ

〈協 議 題〉

生涯を通じて安全な生活を送る

基礎を培うための安全教育の進め方
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̍　͡Ίʹ

　 　本校は，下北地区で最初に設置された学校で
あり，今年で147年目を迎えた。地域の皆様の
学校に対する愛着は深く，様々な協力を得て教
育活動を進めることができる。安全・防災教育
についても，たくさんの協力を得て実施してい
る。
　 　コロナウイルス感染症対策が求められる今年
度は，学習の進度確保が重視され，様々な制約
がある中，子ども達の安全を守るため，あるい
は安全・防災に対する意識を高めるため，指導を工夫しながら取り組む教職員の姿が数多く
見られる。
　 　ここで，今年度の休校措置や教育活動の制限や変更について，まずお伝えしたい。

　 　こうした状況下，数々の体験的な活動を制限せざるを得ない判断が続き，コロナウイルス
感染症対策に労力を費やしながら教育活動を進めることとなった。
　 　ただ，このコロナウイルス感染症から子どもを守るため，校長のリーダーシップのもと取
り組んだ全てのことが，安全の本質と重要性とを再確認することにつながったのである。

２　学校՝ͱܦӦํͷॏ

　 　本校の児童は規範意識が十分でない傾向にあり，これを高めることが最重要課題となって
いる。さらに，学校課題を細かく捉えると，安全・防災教育につながるものとしては「危険
や災害から身を守る資質や能力の育成」が課題となっている。
　 　また，経営方針の具体的な推進事項には「安全・防災教育の充実」が示され，具体的には，
「安全管理や危機管理のため，日常的に点検・確認を行い，迅速な対応・整備を行う」「事
故やけがの未然防止のために安全指導，活動中の安全確認，事後指導を必要に応じて取り入
れる」ことが教職員に示された。

○令和２年４月21日（火）～５月17日（日）まで臨時休校
　＊週１回程度　１日２時間授業の出校日を設定
○教育活動再開後，児童が37℃以上の発熱がある場合は出席停止扱い
○夏季休業中，10日間の出校日を設定
○５月下旬に予定していた運動会を９月６日に実施
○７月上旬に予定していた修学旅行を９月11日・12日に実施

あるかもしれないを意識した教育活動を進め児童の力に
～転ばぬ先の杖を用意する～

むつ市立第一田名部小学校
　　教頭　　鎌　田　　　悟
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　 　校長が大切にしている言葉に，「最悪を想定し，そのため準備をしっかりとすれば，最悪
な事態は意外に起きにくい」「子どもに向かう場合は、最高をイメージして指導にあたる」「転
ばぬ先の杖を用意する」が挙げられる。
　 　私（教頭）の対応は，いまだその域に達せず，校長に支えられることが多いが，これらの言
葉は，コロナウイルス感染症対策はもちろん，安全・防災教育を充実させるために，「戻る
場所」となった。この点についてお伝えしたい。

̏　安全教育・ࡂ教育ͷ֓ཁ

　 　学校安全計画自体は，他の学校と大きな違いはないものと思われる。ただ，本校の特徴が
あるとすれば，在籍する児童，学校の立地条件，そして過去に発生した事例など，本校の実
態に応じた教育活動が挙げられる。具体的には，
　　①特別支援学級在籍児童の安全（肢体不自由学級３名，自閉症・情緒障害学級11名）
　　②地震を想定した避難訓練
　　　（校舎は18ｍの高台にあるものの，原子力発電所から20ｋｍ圏内）
　　③不審者対応訓練（学校のまわり４面が全て道路）
　　④交通安全（かつて，接触事故等が発生）
　などである。
　 　バランスのとれた安全教育・防災教育を教育課程の中で実施しつつも，本校の実態に対応
して計画の見直しが図られてきた。
　 　④については，４で述べるので，①②③について若干説明しながら，実施してみたからこ
そわかることをまとめた。

　 　５月25日（月）実施の火災を想定した避難訓練では，今年度から防火扉を閉めて避難を実
施した。防火扉を閉める計画にしたことで教員の緊張感は高まり，前日までの確認・避難時
の安全確保等について対話がなされた。特に車椅子で避難する児童の対応が検討された。そ
して，避難訓練後の主な反省は次のとおりである。
　　　・防火扉の下が高く，つまずいた児童が何人かいたので防火扉に教師がつけないか。

当初の予定期日 実際の実施期日 ○ 内　　容

令和２年４月30日 令和２年５月25日 ○火災による避難訓練 

令和２年６月５日 令和２年６月５日
○ 地震における一次避難と，二次避
難の難訓練及び引渡し訓練
＊３密回避のため引渡し訓練なし。

令和２年９月17日 令和２年９月18日
○ 休み時間における一次避難と二次
避難場所への避難訓練

令和３年１月29日 未実施 ○火災による積雪期の避難訓練

令和２年度の避難訓練

避難訓練１
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　　　・ 防火扉は低学年が押さえるのが難しいように思ったが，先生方がつけないときもある
ため，練習して慣れることが必要だと思った。

　　　・防火扉の指導が必要だと思った。
　　　・防火扉を２箇所通るため，代表の児童が２名必要だった。
　　　・車椅子の児童に教員＋サポーターを３名配置したが，十分だった。
　　　・事前指導で児童に防火扉を体験させたかった。
　　　・これからも防火扉の避難訓練は必要だと思った。
　 　火災が広がることを防ぐために防火扉を閉めることで，新たな配慮事項が浮き彫りとなっ
た。最悪を想定して対応を具体化したことが，更なる安全を求める取組へとつながった。

　 　火災の避難訓練を５月２５日（月）に実施して，わずか２週間後に地震対応の避難訓練を実
施した。非常変災を考えたとき，「コロナ対応に伴い必要とされる時数確保と同等に，避難
訓練は大切な教育である。」という校長の方針を受け，地震に対応する力を育てるために実
施したものである。
　 　今回は，地震後の二次避難・保護者引渡しは，３密を避けるために実施しなかったものの，
令和２年度に実施しなかった部分を計画に残し，令和３年度には二次避難・保護者引渡しが
行われるように配慮した。

　＊ 原子力災害は想定したくないほどの最悪な事態である。しかし，想定するからこそ，対応
について検討することができ，準備を進められるよい例となった。

　 　本校では，２年に１度，不審者対応訓練を行っている。
　 　本校は，校舎の周囲が全て道路で囲まれていて，業者・保護者の出入りも多い。警察の協
力を得て，校内へ不審者が進入した場合の訓練を実施した。
　 　全国で，この種の訓練は数多くの実践されているが，やってみたからこそわかったことが
１つある。

〔参考　二次避難開始のシナリオ〕
□ 原子力発電所にて，原子力災害が起こる可能性があるとの一報を受け，保護者に児童
を引き渡すことが必要と判断。（校長）
□校長の指示により，放送。（教頭）
　　 「学年主任の先生方は職員室にお集まりください。児童の皆さんは落ち着いて静か

に教室で待っていてください。」
□職員室に集まり，今後の対応について指示を受ける。（教頭から学年主任へ）
□学年の児童の掌握。（学年主任以外）
□学年の教師に必要事項を伝達する。
□窓・鍵・カーテンを閉め換気扇を止める。（コロナ対応と逆。実際に発生したら…）
□帰り仕度をし，引渡しについての説明を聞く。
□移動開始の放送をかける。（教頭）

避難訓練２

不審者対応　（令和元年度の実践から）
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　＊計画の段階では把握できなかった「移動する児童の姿」が見える環境。
　＊避難する児童の姿が玄関からは見えない準備・工夫を令和３年度に行いたい。
　＊ 低学年の情緒障害学級在籍児童が多い場合，事前に指導を行い，不審者が進入したときの

見通しをしっかりと持たせることが重要となる。令和３年度には、留意したい。
　＊ 車椅子の児童は，体重が増え，坂道の円滑な移動が難しくなる令和３年度。車椅子の児童

も安全に避難することができる方策に知恵を絞っていくこととなる。

̐　ަ௨安全ͷऔ

　（１） 教育活動における交通安全指導
　　 　交通死亡事故は全国的に減少を続けているが，登下校時の安全を確保する取組の重要性

は，今も変わらない。本校は，令和元年度・令和２年度と交通安全プロモーション事業の
指定を受け，児童の交通安全行動の定着化を図るため，学校を中心とする地域全体の交通
安全意識の高揚を進めることに取り組んできた。具体的な取組として，次のような活動が
挙げられる。

　　①交通安全教室
　　　・低学年は「横断」を中心に学習
　　　・高学年は「自転車の乗り方」を中心に学習
　　　＊令和２年度は，校内放送を活用して密を回避
　　②長期休業前の児童会による働きかけ
　　③通学路の周知を図る保護者説明
　　　・わかりにくい通学路をわかりやすい通学路へ
　　　・通学路についての保護者の理解が児童の安全へ

　（２） 保護者の協力
　　①交通安全母の会の活動
　　　・ストップマーク貼り付けによる安全確保
　　　・マスコット配布による運転者への注意喚起
　　　・新１年生下校指導
　　　・児童の危険行為についての情報提供
　　②校外指導部の活動
　　　・年に１度，ＰＴＡが交通安全標語コンクールを開催
　　　・標語を立て看板にして設置
　　　・優秀作品の表彰と校内掲示

　不審者が玄関から侵入し，教頭が不審者に対応して時間を稼いだ。
　その間に，校長の指示で暗号となる放送を流し，児童は不審者から最も離れた校舎外
の畑に移動を開始した。
　そのとき…………。
　不審者の侵入した玄関と反対側にある出入口の小さな窓ガラスから「移動する児童の
姿が見える」という事実が確認された。

校内放送を使った交通安全教室

ストップマークを貼る保護者
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　（３） 地域の協力
　　①町内会長・民生委員の支援
　　　・長期休業終了後の安全指導
　　　・学区内の危険箇所，工事情報の提供
　　　・学校行事への協力
　　②交通指導員の献身的な活動
　　　・  「ならぬことはならぬ」という安全を第一に

考えた指導
　　　・毎日の横断時の安全確保
　　　・日常的な学校との情報交換
　　③むつ警察署・田名部交番の支援
　　　・長期休業終了後の巡回
　　　・歩車分離型信号の設置
　　　・交通安全教室への協力
　 　交通安全は，地域の関心が非常に高い分野である。学校で学んだことを児童が日常的に実
践し，その様子を保護者や地域の方が見守ってくれている。もし，危険な行動が見られる場
合は，児童の安全を願う保護者・地域から学校に情報が寄せられて，不足している「危険予
知能力」や「正しい判断力」の強化を学校が再度行うサイクルができてきた。
　 　「子どもは宝」という認識が，学校・保護者・地域で共有できているからこそ可能な取組
である。この切り口が，様々な分野で実践できれば，本当の意味での開かれた学校が実現す
ることになるのだろう。

̑　͓ΘΓʹ

　 　令和２年３月11日が近づいたある日，校長が私にある資料を手渡した。校長が，研修会
に参加したときに提供された「2011．３．11をふりかえる」という当時宮城県石巻市立雄
勝小学校に勤務されていた教頭先生が作成した資料である。
　 　地震が発生したあの日，マニュアルどおりにいかない事態がいくつも同時多発的に発生し
たという。資料の中で，この教頭先生は，『児童の命を守るためには，常日頃から「こんな
ときはどうする？」ということを考えておくことが必要だ』と述べられている。
　 　発生しうる事態を想定し，「子どもの命と安全を守る」という使命を果たすために何をし
なければいけないかを考え対話することがいかに重要であるかを，この資料をまとめる過程
で再認識することができた。
　 　想定してもそれ以上のことが発生してしまう現代である。しかし，「最悪を想定した取組」
が，規格外の事態が発生した際の「武器」となるという認識にたち，これからも本校児童
360名の児童の命を守るという使命を果たすため，教職員一丸となって取り組んでいきたい。
そうした姿勢が，児童の安全・防災の能力を高める際の強みになるものと考えている。

地域の協力を得た１年生下校指導
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̍　͡Ίʹ
　　 　近年、急激な社会の変化により子どもたちを取り巻く環境も大きく変化している。生活安全の
視点で見た場合、小学生を対象とした犯罪被害件数は、ここ10年を見ると全体としては減少傾
向にあるが、依然として年間１万件を超える犯罪被害が発生している（2017年警察庁発表「小学
生の犯罪被害件数の推移」より）。また、本県おいては、子ども（18歳以下）に対する声かけ行為
やつきまとい行為などの声かけ事案等の認知件数は、近年増加傾向にある（県警察本部調べ「青
森県の子供及び女性を対象とした声かけ事案等の認知件数の推移」より）。

　　 　そのため、未来を担う児童の安全確保はもとより、児童自身が自らの命を守るめの適切な判断
力や行動選択能力を育成する防災教育や安全指導が重要視されている。

　　 　そこで、本校では学校の立地環境や児童の実態に応じた防災訓練及び安全指導の充実に向け、
家庭・地域社会と連携し、児童の危険予測能力、危険回避能力を高めることのできる地域安全マ
ップの作成に取り組むこととした。

２　ۚখ学校ͷݱঢ়
　　・ これまで３度の統合により、５校が１つとなり旧金木町
　　　内全てが学区となっている。
　　・ 全校児童245名の約６割が通学支援バスを利用し、バス
　　　停まで一人で通学路を行き来する場面が多い。
　　・ 通学路付近に廃墟化した空き家、現在使用されておらず
　　　放置された建物等が点在している。
　　・観光施設等（芦野公園、斜陽館等）が多く、
　　　全国各地からの観光客等の往来が多い。
　　・昨年度、学区内で不審者事案が
　　　３件発生している。

̏　Ҭ安全Ϛοϓͱ
　　 　地域安全マップは、立正大学小宮信夫教授の理論を踏まえ、一般的な「危険マップ」とは異な
り、犯罪が起こりやすい場所を風景写真を使って解説した地図である。

　　　作成及び活用の効果としては、
　　　・景色読解力（危険予測能力）の向上→被害防止
　　　・他者・地域・未来との絆づくり→非行防止
　　　・犯罪機会論の普及→犯罪の持続的減少

̐　ରࣇಐ　３学年44名（２クラス）

ಐͷ実ଶࣇ　̑
　　・元気で明るく校庭やグラウンドで体を動かすことが大好きな子どもたちである。
　　・学習課題に対して真面目に取り組む児童が多い。
　　・避難訓練や防犯訓練等では、放送をしっかり聞き、落ち着いた行動ができる。
　　・児童にとって不審者は、帽子にサングラスとマスクのイメージが非常に強い。

児童の安全意識を高める地域安全マップづくり
～学校・保護者・地域の連携を通して～

五所川原市立金木小学校
　　教頭　　川　浪　久　和
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̒　学शͷͶΒ͍
　　 　学校、保護者、地域が連携した地域の安全マップづくりを通して、事件や事故から身を守り安
全に行動できるよう、危険予測能力や危険回避能力を育成する。

　　　・危険予測能力：危険な場所を見分ける力
　　　・危険回避能力：出かける前の準備、危険な場面で行動選択する力

̓　学शࢦಋཁྖͱͷؔ࿈
　　「防災を含む安全に関する教育（現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容）」

　　各教科等の内容との関連

̔　Ҭࣾ会ٴͼՈఉͱͷ࿈ܞ
　　（１） 五所川原警察署生活安全課
　　　・放課後及び休日の過ごし方についての安全講話
　　　・安全マップづくりに向けたフィールドワークでの支援と補助
　　　・安全マップ作成の補助
　　　・長期休業中における放課後児童クラブでの安全講話
　　　・地域安全マップ作成研修会への職員参加
　　（２） 保護者学習支援ボランティア
　　　・安全マップづくりに向けたフィールドワークでの見守りと補助

̕　学शܭըʢ̔ؒ࣌ʣ

　総則　第２　教育課程の編成
　　２　教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成
　　　（２） 　各学校においては、児童や学校、地域の実態及び児童の発達の段階を考慮し、豊

かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形成することに向けた諸課題
に対応して求められる資質・能力を、教科等横断的な視点で育成していくことがで
きるよう、各学校の特色を生かした教育課程の編成を図るものとする。

特別活動（学級活動）
　　（２）　　日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
　　　　ウ　心身ともに健康で安全な生活態度の形成
　　　　　 　現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや、事件や事故、 災害等

から心身を守り安全に行動すること。
総合的な学習の時間
　　３　各学校において定める目標及び内容の取扱い
　　　（５） 　目標を実現するにふさわしい探究課題については、学校の実態に応じて、例えば、

国際理解、情報、環境、福祉・健康などの現代的な諸課題に対応する横断的・総合
的な課題、地域の人々の暮らし、伝統と文化など地域や学校の特色に応じた課題、
児童の興味・関心に基づく課題などを踏まえて 設定すること。

時間 学　習　内　容 ね　ら　い
第
１
次

＜安全講話＞
・ 五所川原警察署生活安全課長による「あ
んぜんブック」を活用した安全のポイント！

・ 性別や服装では不審者を判断できないことに気づか
せる。
・外で遊ぶときの気をつけることについて理解させる。

第
２
次

＜フィールドワーク＞
・ 班ごとに学校周辺の危険箇所について調
べる。

・危険箇所についての新たな視点を理解させる。
・ 学校周辺の危険箇所に気づかせることで、児童の景
観読解力を高める。

第
３
次

＜安全マップづくり＞
・ フィールドワークで調べたことを安全マ
ップにまとめる。

・安全マップを紹介する。

・ 学校周辺にある危険箇所や助けてくれる場所に気づ
かせ安全意識を高めさせる。
・ 他学年へ安全意識を広めようとする意欲を持たせる。
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ࢠಈͷ༷׆　��
　　（１） 安全講話

　指導者：この中に悪い人は何人いるでしょう？

　指導者：理由を言える人はいますか？
　児童Ｃ：サングラスをしているから。　　児童Ｄ：サングラスやマスクをしている。
　指導者：サングラスやマスクをしている人は、悪い人と言えるでしょうか？
　指導者： 悪い人や不審者は、必ずサングラスやマスクをしたり、帽子をかぶったりしているとはか

ぎりません。反対に、サングラスやマスクをしていないからと言って良い人とはかぎりま
せん。

　　　　　つまり、服装や見かけだけで良い人か悪い人か判断できないということです。
　指導者：悪い人は何と言ってあなた方に声をかけてくると思いますか？
　　　　　・　（　　　　　　　）を教えて。
　　　　　・　いっしょに（　　　　　　　）をさがしてくれる？
　　　　　・　（　　　　　　　）が呼んでるよ。

　指導者：助けてくれるところを知っていますか？

　指導者：遊びに行くとき、お家の人に伝えること
　　　　　・　（　　　　　　）へ行く。
　　　　　・　（　　　　　　）と行く。
　　　　　・　（　　　　　　）に帰る。

　指導者：外で遊ぶとき気をつけること
　　　　　・　（　　　　　　）と一緒に遊ぶ。
　　　　　・　（　　　　　　）で遊ばない。
　　　　　・　（　　　　　　）前に帰る。

日　　時 令和元年９月18日（水）　10：40～12：00 場　所 小体育館

対象児童 ３学年　男20名　　女24名　　計44名 指導者 生活安全課長

学習活動名 不審者ってどんな人？ 参観者 保護者　６名

ね ら い ・不審者は服装や見た目で判断できないことに気づかせる。
・遊びに行く前、遊んでいる時に気をつけることを理解させる。

　指導者：助けてくれるところを知っていますか？
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　　（２） フィールドワーク

　指導者： 悪い人は、性別や服装で判断できません。そこで、いつも遊んでいる場所が危険な場所か
どうかを見分ける必要があります。

　　　　　危険な場所とは、
　　　　　・「悪い人が子供に近づきやすい（入りやすい）場所」
　　　　　　　例：周りに柵がない公園や空き地、駐車場と公園の境に柵がない
　　　　　・「周りから見えにくい場所」
　　　　　　　例：塀や木などで囲まれている公園や空き地、街灯がない道
　　　　　・「地域からの関心が無い場所」
　　　　　　　例：廃墟化している空き家、現在使用されず環境整備されていない建物
　　　めあて： 学校周辺に「子供に近づきやすい場所」、「周りから見えにくい場所」、「地域からの
　　　　　　　関心がない場所」がないか、班で調べよう。

　① フィールドワークの流れ
　　・学校周辺を北側と南側の２つに分け、Ａ・Ｂ班は北側、Ｃ・Ｄ班は南側を調べる。
　　・危険な場所、助けてくれる場所等を地図やワークシートにメモする。
　　・近くに住民の方がいたら、インタビューする。
　　・各班に生活安全課職員を配置し、危険箇所を見分けるポイントをアドバイスする。
　　・民生委員と学習支援ボランティアは、児童の見守りと安全確保
　② 各班役割分担表

　③　フィールドワークワークシート

日　　時 令和元年９月18日（水）　13：50～15：30 場　所 学校周辺

対象児童 ３学年　男20名　　女24名　　計44名
指導者 学級担任

生活安全課職員学習活動名 学校周辺の危険箇所を調べよう

ね ら い ・  「子供に近づきやすい」、「周りから見えにくい」、「地域からの関心が無い」
を視点に学校周辺の危険箇所を調べ、景観読解力を養う。

係 役　　　割 名前
班　長 みんなの行動や意見のまとめ役。

副班長 列の後ろを歩いて車が近づいた時など、
みんなに知らせる。

地図係 発見した危険な場所や安全な場所を地
図に書き込む。

写真係 発見した危険な場所や安全な場所をカ
メラで撮影する。

メモ係
出会った人にインタビューする。発見
した場所がどうして危険（安全）なのか
理由をメモする。

No 場　　所 景　　色 区 分

１ 空き地 チェーンなどがない 危　険
安　全

２ 学校近くの
通り

へいが低い
窓が多い

危　険
安　全

３ 危　険
安　全

４ 危　険
安　全
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　　（３） 安全マップの作成

　　　めあて：フィールドワークで集めてきた情報を安全マップにまとめましょう。

　安全マップ作成のポイント
　　①簡単な道路、スーパーやコンビニなどの目印をかく。
　　②低学年にも分かりやすいように、写真やイラストを活用する。
　　③場所ごとにワークシートを確認しながら、グループで話し合って説明を付箋に書いて貼る。
　　　・危険な理由とキーワードを赤色の付箋に
　　　・安全な理由とキーワードを青色の付箋に
　　④　感想を黄色の付箋に書いて貼る。

日　　時 令和元年９月19日（木）　9：10～12：00 場　所 小体育館

対象児童 ３学年　男20名　　女24名　　計44名
指導者 学級担任

生活安全課職員学習活動名 調べてきた情報を安全マップにまとめよう

ね ら い ・ 危険箇所を地図にまとめ、今後の過ごし方で気をつけることや危険箇所の改
善策を考えることで、安全意識向上を図る。

簡単な道路や目印をかく

場所ごとに説明の付箋や写真を貼る

付箋書き

地域安全マップ完成
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ͼՌͱ՝ٴಐͷม༰ࣇ　��

　　 　これまで児童は、不審者とは帽子をかぶりサングラスとマスクをし、黒っぽい服装をした人
というイメージであった。今回の学習を通して児童は、服装や性別で判断するのではなく、周
りの環境に目を向けて危険を判断するという新たな視点を学び安全意識を高めることができた。

　　 　また、学校周辺の安全マップを作成後、児童は自宅周辺の安全マップ作成に活動を広げるこ
とができた。

　　 　今後の課題として、全校児童の景色読解力（危険予測能力）向上に向け、家庭・地域とより一
層連携を図る必要がある。そこで、家庭・地域と連携し旧小学校学区毎の安全マップ作成に取
り組み、全校児童の安全意識向上を目指していきたい。

ྉࢿߟࢀ　��
　（１） フィールドワークインタビュー原稿

　（２） 地域安全マップ

「児童の振り返り」より
女児A　 「入りやすくて見にくい場所」が危険だということが初めて分かりました。見た目で

判断しない、景色で判断する。らくがきがある場所、あき家、だれもいない場所はき
けん！ということが分かりました。

女児B　 キーワードの「入りやすくて見にくい所」がたくさんありました。一番あやしかった
のは、ちゅうしゃ場でもないのに車が止まっていた所です。

男児A　 安全な所と危険な所にそれぞれの理由をふせんに書いてはって、危険な所と安全な所
が理解できました。

インタビュー場所　　　　　　　　　　　　
こんにちは。
金木小学校３年生の〇〇〇〇です。
今、地域安全マップの勉強をしています。
申し訳ありません。、インタビューをしてもいいですか。
（「いいですよ。」といわれたら）
この辺で、犯罪にあうかもしれないと不安になる場所はありますか
（場所を教えてもらったら、「理由」を聞いてみましょう）
ご協力ありがとうございました。

メモ

警察官、パトカー、不審者等、
イラストが豊富

タイトルやコメントが
引き立つように工夫

道路の方角やつながり、
道幅まで工夫
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〈提 言 者〉

五所川原市立五所川原第四中学校 養護教諭　新　谷　賢　子

学校薬剤師会西北五支部 支部長　加　藤　基　愛

〈助 言 者〉

青森県立保健大学理学療法学科 助教　福　島　真　人

第３分科会

ʮ�保ç健çڭçҭ�ʯ

〈協 議 題〉

健康的な生活を営む

資質や能力を育てる教育の進め方
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̍　͡Ίʹ

　 　本校は、五所川原市北東部に位
置する、創立37年の全校生徒数
64名の小規模校である。周囲を
田んぼに囲まれ、校舎からは雄大
な岩木山の全景が眺望できる。
　 　「時代に即し、主体的に生きる
生徒の育成」を教育目標に掲げ、
自らの人生を主体的に切り開く生
徒を育成するため、教育活動に創
意工夫を凝らし、生徒一人一人の夢や希望が叶うように、確かな学力の育成と豊かな心、健
やかな体の育成を目指している。さらに、「健やかな体の育成」のために、健康でたくまし
い体を育む体育及び健康教育の充実を重点課題とし、睡眠と食事を中心とした生活リズムの
確立等の基本的生活習慣の育成、自分の健康や安全は自分で守る態度の育成を図っている。

２　研究ͷ֓ཁ

　 　本校では、令和元年度から２年間にわたり「青森県健康教育実践研究校」の指定を受けて
いる。青森県では、う歯被患率や肥満傾向児の出現率が全国平均に比べて高い傾向にあるな
ど生活習慣等に関わる課題が指摘されている。健康教育実践研究校とは、それらの健康課題
解決のために発達の段階に応じた具体的な指導内容、指導方法について研究を行い、主体的
に健康教育に取り組む生徒の育成を目指すものである。
　 　本校は、う歯被患率及び肥満傾向児の出現率ともに県平均より高くなっている。そこで、「望
ましい生活習慣を身に付け、生徒一人一人が健康の保持増進に努め、健康問題を主体的に解
決しようとする生徒の育成」を研究テーマに、健康教育の充実を図っている。

̏　ຊ校ͷ健߁教育実ફͷ༰

　（１） 歯・口の健康づくりに関する取り組み
　　① 学校歯科医による歯科保健指導
　　　ア　歯科講話
　　　　・ 全校生徒を対象に、むし歯予防、歯肉炎や歯周病予防の観点から「なぜ口の中を清

潔しなければならないか」についての講話を実施。（昨年度）

健康問題を主体的に解決しようとする
生徒の育成を目指して

五所川原市立五所川原第四中学校
　　養護教諭　　新　谷　賢　子
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　　　　・ 新型コロナウイルス感染症予防対策のため、１年生のみで10月中旬に実施予定。（今
年度）

　　　イ　ブラッシング指導
　　　　・ 歯科講話の後、歯科衛生士による歯垢染め出しと自分の歯に合わせたブラッシング

指導を実施。（昨年度）

　　　ウ　歯科検診時の個別指導
　　　　・個別指導を含めた丁寧な歯科検診を実施。
　　　　・ 歯垢の付着が見られる生徒には、その生徒の歯並びに合わせたみがき方のポイント

を指導。
　　　　・歯並びが気になるという生徒には、受診のアドバイス。

　　② 生徒保健委員会による活動
　　　ア　生徒朝会で歯に関する発表
　　　　・ 歯みがきの必要性と食後及び就寝前の歯みがきを呼びかけるため、『四中生の歯を

守ろう～四中生の歯の実態と「歯みがきのすすめ～」』を発表。（昨年度）

　　　　・ 未処置歯の多い四中の実態を伝え、夏休み中も１日３回の歯みがきを呼びかけるた
め、「四中生の歯の実態～今年度の歯科検診から～」について７月に発表。（今年度）
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　　　イ　歯みがき調べ及び歯ブラシ調べの実施（６月、11月）
　　　　・ 給食後の歯みがきの状況を学年ごとに調査・

集計し、全校に周知。
　　　　・ 毛先が開いている人に、歯ブラシ交換カー

ドを配布し、歯ブラシ交換の呼びかけ。

　　　ウ　歯の強化週間の実施（11月、２月）
　　　　・給食後の歯みがきを呼びかけ、歯垢の染め出しを保健委員が学年毎に実施。
　　　　・ 歯垢の染め出し前に、保健委員による５分ほどの歯のみがき方のミニ指導を実施。（昨

年度）

　　　エ　毎月１回、昼休み歯垢染め出し活動の実施
　　　　・ ６月から毎月１回の歯垢染め出し活動の実施。

（今年度）
　　　　・重点目標を決めて、保健委員が司会進行を担当。
　　　　・ ８月分の歯垢染め出しは、

歯垢染め出しチェックシー
トを配布し、夏休みの宿題
として家庭で実施。
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　　　オ　長期休業中の歯みがきカレンダー作成
　　　　・ 夏休み及び冬休み中の歯みがきを励行するため、保健委員が歯みがきカレンダーを

作成し、全校に配布。
　　　　・休み明けに提出してもらい、歯みがきをがんばった生徒を表彰。

　　　カ　ポスター等での歯みがき啓発活動
　　　 　・ 保健委員が作成した歯みがき推進のポスターを校内

に掲示。
　　　キ　文化祭における歯科保健情報の展示
　　　　・ 生徒朝会で発表した「四中生の歯を守ろう」や、学校歯科医による歯科保健指導の

様子を掲示し、保護者や地域の方に歯科保健に関する情報の発信。

　　③ 給食後の歯みがき実施
　　　 　全校生徒が昨年度から給食後の歯みがきを行っている。

水飲み場の数が限られているため、学年毎に場所を決めて
実施している。給食後の歯みがきは小学校でも行っている
ため、特に抵抗なく、ほぼ全員が歯みがきを行っている。

　　④ 養護教諭による個別指導
　　　 　歯科検診の結果、未処置歯保有者及びＧＯと診断された生徒に対し、個別の歯みがき

指導を実施している。昼休みを利用した、15分程度の指導である。自分の歯・口の状
態を把握し、自分にあった効果的なブラッシング方法を身に付けることをねらいとして
実施している。また、デンタルフロスの使い方も合わせて指導している。

　（２） 望ましい生活習慣の確立
　　① 生活習慣病（がん）に関する講演会の実施
　　　 　昨年度は、全校を対象に、弘前大学大学

院医学研究科腫瘍内科学講座教授の佐藤温
氏を講師に迎え、『がんについて知ろう―
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いのちのはなし―』についての講演会を開催した。この講演会では、「がん」という病気、
原因、治療、「がん」を抱える患者さんの存在、そして「いのち」の大切さについて学
ぶことができた。

　　　 　今年度は、青森県立中央病院看護専門官の飯村富美子先
生を講師に迎え、全校生徒を対象に『がんを知ろう　考え
よう』というテーマで講演会を開催した。がんとは何か、
がんの治療法、がんを防ぐためにできること（生活習慣等）、
大切な人が「がん」になったらという内容で、「がん」という疾病についての理解を深
めることができた。

　　② 喫煙防止教室の実施
　　　 　毎年、五所川原市健康推進課の出張授業を利用し、保健師さんが「たばこの害につい

て」指導してくれる、３学年を対象にした喫煙防止教室を実施している。たばこの健康
被害やロールプレイングを交えながら誘われた時の断り方も合わせて学んでいる。

　　③ 生活リズム調査（小中連携事業）
　　　 　５月と１１月に朝食の有無や睡眠時間、学習時間等について調査を行い、実態を把握

している。昨年度はこの調査結果をもとにして、保健委員会が「四中生の睡眠の実態」
について発表し、１日の限られた時間の使い方を自分で考えることが大切であることを
呼びかけた。

　　④ メディアコントロールについて
　　　 　小中学区研において「就寝1時間前には、ネット・スマ

ホ等の利用をやめる」ことの推進を決定し、児童生徒及
び保護者に呼びかけている。また、スマホやメディアによる
健康被害について掲載した保護者向け「保健通信」を小中合同で冬休み前に発行した。

　　　 　今年度は、ＤＶＤ「スマホと健康」を活用し、夏休み前に各学級で、学級担任による
保健指導を実施した。

　　⑤ 睡眠力向上セミナーの実施
　　　 　昨年度、全校生徒を対象に、睡眠の大切さを伝えるため、睡眠健康指導士の東洋羽毛

青森営業所所長　岡田和美氏を講師に「やる気・学力アップ‼睡眠のお話」と題して講
演をしていただいた。 

　（３） 食に関する指導の充実
　　① 栄養教諭を活用した食に関する指導の実施
　　　 　今年度、栄養教諭を活用した食に関する指導を計画した。３学年は、「脳の働きをよ

くする食事」という内容で、８月下旬に実施した。脳の働きを良くする食事のポイント
として、朝食の大切さ、塾に行く前の食事、夜食のとり方などを学び、栄養バランスの
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取れた食事が脳の働きをよくすることを理解することができた。
　　　 　10月には、１・２年生で「スポーツと栄養」、特別支援学級で「正しい食事マナーに

ついて」を実施する予定である。

　　② 参観日におけるPTA給食試食会の実施

　（４） その他の取り組み
　　① 保健師さんによる健康教室
　　　 　健康推進課の出張授業を利用し、「自分を大切

にしよう」というテーマで、ＳＯＳを出す教育を
実施している。これは自己肯定感を高め、援助希
求の手法を学ぶもので、長期休業前に実施し、い
じめられた時や悩みがある時は、信頼できる大人
に助けを求めることを生徒に理解させることができた。

　　② 学校保健委員会の開催
　　　 　本校では学校保健委員会は、校長、教頭、教務主任、保健主事、養護教諭、学校医、

学校歯科医、学校薬剤師、ＰＴＡ役員で構成している。昨年度は２月に、「今年度の学
校保健活動報告」として１回開催した。今年度は、第１回を１学期中に開催予定であっ
たが、新型コロナウイルス感染症予防対策で、開催を中止した。時期を見て、今年度も
開催する予定である。

　　③ 生徒保健委員会活動の活性化・健康リーダーとしての活動
　　　 　保健委員が全校の健康リーダーとして、全校生徒が健康に過ごせるように、自分たち

で計画し考えて活動している。先に述べた歯科保健指導の他にも、新型コロナウイルス
感染症対策についてや睡眠についてなど四中の健康課題を取り上げて、生徒朝会で全校
生徒に向けて発表するなど、意欲的に全校の健康のために活動している。

̐　Ռͱ՝

　（１） 成　果
　　　・ 歯科講話やブラッシング指導、生徒保健委員会の活動により、歯・口の健康課題を自

分たちの問題として捉えることができ、歯みがきへの意識が高まった。また、歯垢染
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め出しにより、自分のみがき方の弱点を知り、自分の歯にあったみがき方を工夫する
様子が見られた。

　　　・ がん教育講演会を通して、がんについての知識、予防するためにできること、がん検
診の必要性、早期発見・早期治療が大切なことを理解できた。また、「いのち」につ
いて考えるよい機会となった。また、睡眠力向上セミナーを通して、よい睡眠をとる
ために、基本的な生活習慣が大切であることを理解できた。

　　　・ 栄養教諭による食に関する指導は、普段の自分の食生活を振り返ることができ、今後
の食生活を改善しようという意欲につながった。

　　　・ 保健委員会が行っている、全校の健康課題解決のための活動を通して、健康課題を自
分のこととして考えられる生徒も増えつつあり、歯科受診率もわずかながら増加傾向
にある。

　（２） 課　題
　　　・ 歯並びを指摘される生徒も多数いるため、みがき残しが多い傾向がある。歯垢をしっ

かり落とすための歯みがき技術力を確実に身に付けるため、今後も継続して歯垢染め
出し活動を行う必要がある。

　　　・ 健康に過ごすためには、よい生活習慣が必要であることは理解しているが、日常の生
活に活かして実行するまでには至っていない。繰り返し指導し、家庭との連携を図っ
ていきたい。

　　　・ スマホ等のメディアとの接触時間が長い生徒がいる。健康に与える影響などを継続し
て指導していく必要がある。また、外部講師の活用なども検討していきたい。

　

̑　͓ΘΓʹ

　 　今年度は、新型コロナウイルス感染症の流行により、計画していた健康教育が中止や変更
を余儀なくされた。しかし、「新しい生活様式」への意識が高まり、感染症予防の健康教育
活動を充実させることにつながった。
　 　望ましい生活習慣を身につけることは、生涯にわたって健康でよりよい人生を送るために
必要である。しかし、一朝一夕で身に付くものではないため、小学校からの継続した指導が
大切である。今後は、今まで以上に子どもたちの実態把握に努めながら、学区の小学校と連
携して健康教育に取り組んでいきたい。
　 　また、健康教育で扱う内容は、今だけでなく、大人になってから、そして親になってから
も使える知識である。本校で行っている健康教育の実践を今後も継続し、家庭や地域を巻き
込んで、健康教育の輪を広げていきたい。
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̍　͡Ίʹ

　　 　私は、学校薬剤師、また、薬物乱用防止指導員として、この西北五地区で、小・中学校
での講話や啓発活動に取り組んでおります。

　　 　2020年のコロナ禍において、薬物乱用防止活動はどうあるべきか？
　　 　何が一番大事なことなのか？を考えてみたいと思います。
　　 　学校薬剤師の職務の中に、地域児童・生徒の安心安全に学習出来る環境を、「学校環境

衛生基準」に基づき環境検査をするとともに、飲酒、喫煙、違法薬物の使用防止、一般用
や医療用の薬物の正しい使用法と啓発活動があります。

　　 　西北五地区は、いまから３年前全市町に、学校薬剤師の配置が決まりました。ようやく
環境検査や、薬物乱用防止教育に手がけてきているところです。しかし、まだまだ、学校
保健計画等を取り入れてない学校もあります。

　　 　新型コロナウイルス感染拡大防止策として、３月卒業式が卒業生とその保護者だけの出
席。学校の休業、自粛生活、夏休みが短縮になった経緯を踏まえた中での、薬物乱用防止
教室のあり方とはどうあるべきか考えてみたい。

　　 　もちろん、現場にいらっしゃる学校の先生方が、 一番 最も児童生徒のケアをされてい
ると思います。

　　 　こんな時こそ、学校薬剤師として薬物・喫煙・飲酒に手を出さないように、導きたいと
考えます。

�　青森県ͷݱঢ়

　　 　図１によりますと青森県の喫煙率は、男性が36.5％（全国平均31.1％）全国２位、女性
も12.2％(全国平均9.５％）で全国２位となっております。男性は女性の３倍も高く、まず
は男性の禁煙対策が急務と言われております。

٤Ԏɺҿञɺༀཚ༻ࢭ教育

西北五地区の特徴とその指導

青森県学校薬剤師会
　西北五支部長　加　藤　基　愛

図Ⅰ　成人喫煙率の推移
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　　 　図２は、青森県の同居者の喫煙率のグラフです。
　　 　西北地域が50.２％と、まあなんと県内第１位。非常に喫煙率の高い地域です。
　　 　そこで、西北五地区の薬物乱用防止教育のなかで取り上げるべきメインテーマは、「喫煙」

における有害性と依存性について児童・生徒へ理解をしてもらうことが第一義であると考
えています。つまり、薬物乱用へのゲートウエイドラッグはタバコではないでしょうか。

�　学校ༀࢣࡎͱͯ͠ͷऔ

　　 　小学校５、６年生の喫煙防止教室で、「家族の中でタバコを吸ってる人がいますか？（電
子タバコ含む）」と挙手を求めると、８割方が手を挙げます。手を挙げない子を数えた方が、
早いくらいでとても多いことに驚きます。

　　 　今から始める喫煙防止教育のDVDを見る前に聞くのですが、それが、別に良くないこ
ととは思わず、「はいっ」という感じで手を挙げます。喫煙行為は家族が吸ってる日常の
事であり、家族が吸ってるのだから、（それも気持ちよさそうに）自分だって、いつかは吸
ってみたいと思うことは自然な発想ではないでしょうか。

　　 　そこで、たばこの害のDVDを見てもらい、その有害性を伝えると、私たちの体にとて
も有害なものと、正しく理解してくれます。

　　 　DVDの動画を見て一番怖さを感じるのが図３の画像です。

図２　青森県における同居者の喫煙率

図３　タバコによる肺の影響
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　　 　タールによってよごれた肺は、子供たちの表情がこわばっていくのがわかります。さら
に、タールは、がんをひきおこす。

　　 　そこから、喫煙がガンをひきおこすこわいもの、と認識してもらう事。それは、タール
が原因。

　　 　そのような物質が含まれている「タバコ」を吸っている家族に、はっきりと「やめてほ
しい!」、「自分も吸おうとは思わない! 」、 「身体に悪いこと!」と言えることが大事です。

　　 　この喫煙防止教室を通して、児童生徒へ訴えること、若しくは問いかけることは、
　　　家族とコミュニケーションをとること。　＝　家族で話し合いする。
　　　　「学校でこんなことを学んだ、怖い画像を見た。」
　　　　「家族の身体を案じる。」
　　　　「お父さんにたばこは、やめてほしい。」
　　　　「そうすれば、どういう方法があるか？」
　　　このような語らいを通じて
　　　　　・家族で約束をする。
　　　　　・家族の絆を深める。
　　　　　・もちろん自分も吸わない。

　　 　このことが、昨今のコロナ禍にある薬物乱用防止教室のやるべき事ではないかと考えて
日々、児童・生徒へ語りかけております。



〈提 言 者〉

青森市立女鹿沢小学校 教諭　若　山　ひろみ

板柳町立板柳南小学校 養護教諭　北　川　美奈子

〈助 言 者〉

青森県立保健大学栄養学科 准教授　鹿　内　彩　子

第４分科会

ʮ�食ʹؔ͢Δࢦಋ�ʯ

〈協 議 題〉

生涯を通じて健康な生活を送るための

食に関する指導の進め方
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̍　͡Ίʹ

　　 　青森市では，平成30年から「小学生のための食育チャレンジプログラム」として，小
学生が，食に関する知識を身につけ，食を選択する力を自ら養い望ましい食習慣を得られ
るよう学校・家庭・地域が連携して児童の健康的な食習慣づくりを推進する事業を進めて
いる。青森市の新入学児童の肥満傾向は増加傾向にあり，さらに学年が上がるにつれて増
加している傾向があるため，学童期から食習慣を改善することにより，子どもが生涯にわ
たって健康を維持でき，健康寿命の延伸につながるものと考えている。

　　 　女鹿沢小学校は，令和元年にモデル校の指定を受け，児童の実態を調べ実践を進めてい
る。今回の実践発表では，令和元年度からこれまでの取り組みの概要と成果及び今後に向
けての展望について紹介していく。

２　ঁࣛখ学校ͷ֓ཁٴͼࣇಐͷ実ଶ

　（１） 女鹿沢小学校の概要
　　 　女鹿沢小学校は，４つの地区（女鹿沢，下

十川，増館，銀）にもともとあった学校を発
展させ，昭和37年４月に新「女鹿沢小学校」
として発足してから50年あまりがたってい
る。

　　 　現在，全校児童111名，８学級（特別支援
２学級を含む），教職員16名の小規模校であ
る。平成13年２月に新舎が竣工され，オー
プンスペースの斬新なデザインと施設・設備
の整った学校として現在に至っている。保護
者は，学校の教育活動やPTA活動には極めて
協力的で，年５回の学習参観日はもちろん，
学校行事や資源回収等のPTA活動への参加も
良好である。

　（２） 児童の実態
　　 　女鹿沢小学校の児童は，全国や青森市の平

均に比べて肥満傾向児の出現率の高い学年
がある。この学年は低学年の時から同じ傾向
が続いている。

　　 　学校では，朝や中休みのマラソンを奨励し

学校と家庭が連携して取り組む食育指導
～食育チャレンジプログラムの実践を通して～

青森市立女鹿沢小学校
　　教諭　　若　山　ひろみ
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ており，夏と秋のマラソン記録会に向けて，進んで走
る児童は多い。

　　 　給食に関しては，全校が集まっての「ランチルーム
給食（全校給食）」が，本校の大きな特色である。（今年
度については新型コロナウイルス感染症対策により，
各学級での給食になっている）

̏　食育νϟϨϯδϓϩάϥϜͷऔΓΈʹつ͍ͯ

　（１） 全校給食での取り組み
　　 　令和元年度の１学期，まず全校で取り組めることとして，「三大栄養素」について取り

上げることにした。本校では給食の時間に「献立発表」の時間があり，浪岡給食センター
より届けられる「献立資料」を使い，給食委員会の児童が毎日１つずつ給食の献立に使わ

れている食材について，歴史や栄養などを紹介している。
 　これまでは，資料を読み上げることが中心だったが，低
学年でも分かりやすくするために，「主にエネルギーの元
になる食品」は「黄色」，「主に体をつくる食品」は「赤色」，
「主に体の調子を整える食品」は「緑色」の旗を掲示し，
視覚に訴えるようにした。この取り組みを継続することに
より，低学年の児童でも「今日のかぼちゃは緑色の仲間な
んだね」と興味を持って聞くようになった。

　（２）「すこやか集会」の取り組み
　　 　女鹿沢小学校では例年学習参観日を利用して「すこ

やか集会」を開き，児童・保護者が一緒になって「健
康」に関するテーマで考える機会を設けている。令和
元年度は「食育チャレンジプログラム」に取り組むに
あたり，テーマを「朝食の摂り方」とした。

　　 　まず児童を対象に７月に実態調査を行ったところ，
朝食を「毎日食べる」児童がほとんどであったが，そ
の朝食の内容を調べたところ「パンだけ，ごはんだけ」食べている児童が多いことが分か
った。

ランチルーム給食の様子

献立発表の様子

すこやか集会の様子

ಐͷΞϯέʔτ݁Ռࣇ
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　　 　これらの結果をふまえ，２学期の始めに「す
こやか集会」で講師の先生を招聘し「朝食の摂
り方」について講演していただいた。主な内容
は「朝ごはんの３つのスイッチ」について。「頭
スイッチ：朝ごはんを食べることで頭に栄養が
届き，目ざめさせるスイッチ」「元気スイッチ：
朝ごはんを食べることで夜に下がった体温を上
げて，元気に勉強や運動ができる準備をするス
イッチ」「うんちスイッチ：朝ごはんを食べる
ことでおなかの中の腸を動かしうんちが出やすくなるスイッチ」があるということ。朝食
の「パンやごはん」におかずをプラスすることで「３つのスイッチ」が入り，１日を元気
に過ごすことができる。いつもの朝食に「プラスワン」することを提案していただいた。

　（３） 「プラスワンチャレンジ」について
　　①「プラスワンチャレンジ」の概要
　　　 　「すこやか集会」の提案を受け

て，「プラスワンチャレンジ」と
して，１週間「朝ごはんに３つの
スイッチが入るようにする」こと
に各家庭で取り組んでもらうこと
にした。

　　　 　まず「めあて」について児童と
保護者が一緒になって考えてもら

った。次に，１週間の朝ごはんの様子を学校でチ
ェックし児童の感想を書いた後，週末にカードを
持ち帰り保護者のコメントを記入してもらった。
その際，一方通行にならないようにめあてや感想
に対し学担からのコメントも記入して家庭に返
すようにした。
　加えて取り組みの様子を全体で共有できるよ
うに「食育通信」の発行も行った。
　この「プラスワンチャレンジ」については，２
学期（10月15日（火）～8日（金））と３学期（１月20
日（月）～24日（金））の１回ずつ取り組んだ。

すこやか集会の様子

ϓϥεϫϯνϟϨϯδΧʔυ

食育௨৴ʮϝΨϔϧγʔʯ
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　②「プラスワンチャレンジ」の結果

　【３つのスイッチの平均】☆ その日の朝食で「３つのスイッチ（三大栄養素が全部はいると　
３ポイント」として集計した

　※ ７月にとったアンケートでは「パンだけ，ごはんだけ」の回答が多かったので，平均で２
ポイント以上ということで，主食に何かプラスしていることが分かった。また２回分の比
較では，学年で多少の差はあるが，全校平均はアップした。

　【プラスワンチャレンジの感想】

　　 　このように児童・保護者一緒の取り組みをすることで，朝食の摂り方について改めて見
直すきっかけとなった。保護者からは「起きる時刻」についてのコメントも多く寄せられ
た。そこで２回目のチャレンジでは起きた時刻についても調査した。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全校平均

11月 2.49 2.42 2.66 2.67 2.37 2.44 2.51

１月 2.3 2.63 2.74 2.29 2.59 2.76 2.6 ↑

〈児童の感想〉11月
　・３つのスイッチが入ってよかった。
　・うんちスイッチがあまり入らなかったので今度は気をつけたい。

〈保護者のコメント〉11月
・ 本人もスイッチを意識しているからか，普段よりも残さず食べていた。寒くなっ
てきたのでスープやみそ汁など温かいものをプラスワンした。
・ 起きる時間が遅くなると，ごはんを食べるときも眠くて食べられないときがあった。
朝ごはんを食べるためにも早寝・早起きを頑張って欲しい。

各学級の朝ごはんチェックの様子
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　【起きた時刻の傾向】
　　　～６：00→「１」　　　　　　６：01～６：30→「２」
　　　　６：31～７：00→「３」　　７：01～７：30→「４」

　※ 平均をとると「２」の「６：01～６：30」の間に起きている児童が多い。ただ，女鹿沢
小学校は冬季スクールバスの運行があり，早いバスは「７：10」にバス停を出るので，６：
30の起床だと約30分で仕度・朝食になり，ぎりぎりで過ごしていることも想定される。

　　 　２回目の実施は１月という冬の時期であったが，起きる時刻を意識したり，朝食の内容
を変えたりと，前向きに取り組んでくれた家庭が多かった。また，実際に取り組んでみて
の難しさを指摘するコメントもあり，忌憚のない意見をいただくことができた。

̐　Ռͱ՝

　（１） 成　果
　　○ 給食時間を利用しての食に関する継続的な働きかけにより，児童の食に関する興味・関

心が高まってきた。
　　○ 事前調査では朝食で「パンやごはんだけ」という家庭が多かったが，おかずを加える家

庭が増えた。
　　○ 「プラスワンチャレンジ」を２回実施することで，児童，保護者ともに「３つのスイッ

チが入るように」メニューに気をつけて食べるという意識が高まった。

　（２） 課　題
　　◇ しっかり朝ごはんを食べさせるためには，早起きをして朝の時間に余裕が必要であるこ

とが，保護者のコメントから分かった。ただ，早起きの習慣づけに課題がある。
　　◇ 子どもが食に関する知識を身につけ，望ましい食習慣を継続していくためには，家庭の

役割が必要不可欠である。食や健康に関心を持ってもらい，家庭での食生活を見直すき
っかけになる方策と実践を，今後も継続して考えていく必要がある。

　　◇ 肥満傾向児の出現率については，残念ながら減っていない。肥満傾向児を減らしていく
には，バランスのとれた食事だけでなく，運動や生活習慣の見直しも必要である。その
ためには，学校と家庭だけでなく，地域の関係機関などと連携した取り組みについても
考えていかなければならない。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全校平均

1.92 2.40 2.07 2.11 2.09 2.04 2.01

〈保護者のコメント〉１月
・ １週間のうち２日，自分で起こされずに起きてきてうれしかった。自分でもめあ
て（１０分早く起きる）をがんばろうという気持ちになっていて，いいと思った。
・ パンが多かったが，昨年末よりごはんに変更した。ごはんも食べてくれてうれし
かった。
・ なるべくバランスよく栄養がとれるようにした。主食，野菜，タンパク質，ビタ
ミンなどを考えましたが，毎日のこととなると難しいときもあるかも知れない。
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　　 　今年度はコロナ禍により，休校，分散登校
を経ての通常授業・給食開始となった。本校
の特色である「ランチルーム給食」が行えず，
感染症対策を講じての教室給食を続けている。

　　 　今年度の食育の取り組みとしては，「噛む
こと」を意識させることを考えている。夏休
み前に実態調査をしたところ，メニューによ
って噛む回数が違うことや早食いの傾向（噛
む回数が少ない）がある児童が見られること
が分かった。従来の給食では「みんなと会話
をしながらの会食」が児童にとってのなによ
りの楽しみな場面であるが，今は「なるべく
おしゃべりをしないで食べる」ことが奨励さ
れている。

　　 　そこで，夏休み明けから，「噛む回数を意
識した」週間を設けたり，講師を招聘して，
児童と保護者が一緒になって「噛むことの大
切さ」を学ぶ機会を設けたりすることを考え
ている。

　　（すこやか集会の活用）
　　 　今の状況下では，学校での活動にまだまだ

制限が多いため，一堂に会しての集会などが
できない場合は，学級ごとの活動にしたり，
保護者への啓発に食育通信を発行したりと，
対策を講じながら，今年度の食育指導を進め
ていきたい。

５月〈１年生の初めての給食の様子〉
ランチルームを使い，間隔をとって

対面を避けての給食となった。

５月〈教室での給食配膳の様子〉
児童が各自お盆を持ち，間隔をとって並び，
担任と補助の教師が盛り付けを行った。
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　　 　板柳南小学校は、児童数188名、8学級、教職員数24名の小規模校である。校舎はりん
ご畑に囲まれ、いつでも窓からりんごの成長を見ることができる。

　　 　本校では、「子どもの健康づくり体制支援事業」の指定をうけ、平成30年度と令和元年
度の2年間実践研究に取り組んだ。めざすところは、本県の課題である肥満傾向児出現率
の低下や子どもの健康増進に向けて、学校・家庭・地域が一体となって取り組む体制づく
りの構築だった。

　　 　研究活動の重点事項として、①運動の習慣化と体力向上、②生活習慣(食習慣)改善、③
実践研究校間の成果と課題の共有、の３つを取り上げた。

　　 　今回は、②生活習慣(食習慣)改善の取組について紹介する。
　　

２　ੜ׆श׳	食श׳
վળͷऔ

　（１） 対象児童及び家庭への啓発活動
　　ア　身体計測の結果を活用した個別の通知
　　　 　身長、体重の他に、標準体重や肥満度を明記する

ことにより、現在の児童の状態を理解させる。また、
各肥満度（やせ 標準 肥満）への具体的な生活指導
事項を明記し、保護者への啓発を図る。

　　イ　健康管理プログラムの活用
　　　 　成長曲線や肥満度の推移などから学校医と協議

し、中等度以上の肥満には受診勧告をするなど、医
療にもつなげている。

　　ウ　個別の指導を実施
　　　 　肥満傾向や要注意の児童には、肥満を

解消すべき理由を理解させ、主に、食生
活についての聞き取りやアドバイスを行
う。６月と11月の教育相談日に設定し、
対象児童が教育相談終了後、保健室に来
室する形で実施。来室の際は他の児童か
らプライバシーを守るように配慮してい
る。５分程度で行い、その時の様子や決
めためあてなどを、保護者と担任にも伝
え、見守りと励ましを依頼している。

子どもの健康づくり体制支援事業
～生活習慣の見直し・改善　食育を中心に～

板柳町立板柳南小学校
　養護教諭　北　川　美奈子
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　　エ　長期休業中の健康カレンダーの実施
　　　 　長期休業中の健康カレンダーに記載されている４項目（食事・運動・おやつ・歯みがき）

について、毎日記入し生活を振り返らせることで、健康を意識した生活の継続をねらっ
ている。また、保護者にも健康づくりへの関心を高めてほしいという願いから、最終日
には感想や励ましの言葉を書いてもらっている。

　（２) 生活習慣(食習慣)改善にかかる情報提供
　　ア　栄養教諭による食育指導（全学年各１時間）
　　　 　中学校に在籍する栄養教諭にテーマを依頼し、指導していただいている。肥満傾向児

出現率の低下や健康増進をめざすことから、下記の内容とした。
　　　○　平成30年度テーマ「バランスの良い食事について考えよう」
　　　　 　赤・黄・緑、３つの食品群と、主食・主菜・副菜の働きを知り、自分に必要な食事

の量を理解し、健康を考えたバランスの良い食事をしようとする意欲を育てる。

　　　○　令和元年度テーマ「いろいろな野菜を食べよう」
　　　　 　野菜の種類や栄養の働きを知り、野菜を食べようとする意欲を育てる。
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　　イ　学級担任による給食指導
　　　 　学級における給食は、食事の適切なバランスや分量を学ぶ場でもある。給食はおかわ

りなしでも適切な栄養とカロリーになっていることを献立表等にも明記し、まず教職員
が共通理解し指導にあたっている。また、保護者や地域の理解が得られるよう情報発信
等を十分に行い共通理解の下、肥満児のおかわりを制限するなどしている。

　　ウ　生活振り返りアンケートの実施と活用
　　　 　就寝時刻や食事のバランス等を意識しているかなどの７項目についてアンケートを実

施し、児童には３段階の評価で伝えている。
　　　 　結果をもとに、学級担任から学級全体や個別での指導がなされ、保護者との面談資料

としても使用している。また、保健だよりを通して１項目ずつ、考察を入れて地域や保
護者に配付している。

　　　 　児童保健委員会が、学校保健会議においてアンケートで得られたデータを元にした問
題提起や発表を行うことで、健康に関する情報を地域に発信している。
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　　エ　学校保健会議
　　　 　学習発表会の中に設定することで、高い参加率のもと、家庭・地域等との連携を図る

ことができている。
　　　（ア）　平成30年度学校保健会議
　　　　　ａ　期　日　平成30年10月14日
　　　　　　　　　　　　〔保護者・地域住民 220名〕
　　　　　ｂ　ねらい　排便習慣の大切さを理解させる。
　　　　　ｃ　議　題　「うんちモリモリ大作戦」
　　　　　　　助言者　学校薬剤師　林　　　彰 氏
　　　　　　　　　　　ＰＴＡ会長　太田　文隆 氏
　　　　　ｄ　概　要
　　　　　　　・ 全校児童アンケート調査をもとに、規則正しい生活リズムや排便の大切さに

ついて発表した。 
　　　　　　　・児童の発表と学校薬剤師の助言から家庭への啓発の機会となった。

　　　（イ）　令和元年度学校保健会議
　　　　　ａ　期　日　令和元年10月27日
　　　　　　　　　　　　〔保護者・地域住民 220名〕
　　　　　ｂ　ねらい　 運動することと食事や睡眠の大

切さを理解させる。
　　　　　ｃ　議　題　 「運動で健康な体を上手につく

る大作戦」
　　　　　　　助言者　田中外科・内科医院　医院長　田中　正彦 氏
　　　　　　　　　　　ＰＴＡ会長　今　　浩一 氏
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　　　　　ｄ　概 要
　　　　　　　・ 全校児童アンケート調査を実施し、運動と生活リズムの実態を踏まえた発表

をした。
　　　　　　　・ バランスよく３食食べること、よく体を動かしていろいろな動きを経験する

こと、成長ホルモンが分泌されるようによく眠ることを全体で確認した。
　　　　　　　・ 助言者の田中医院長からは、成長ホルモンの大切さについての説明があった。

̏　Ռͱ՝

　　 　児童には、あらゆる場面で自分自身の状況を理解する機会を設け、また、教職員も児童
の状態を個別に把握し、対応することで、効果が現れている。保護者への個別の働きかけ
も、保護者の意識を高めている。「学校で指導を受けてから、子どもが食事やおやつ、運
動に気をつけるようになった。また、お風呂前には、欠かさず体重をはかるようになった。」
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「体重が増えた次の日は、食事、おやつをひかえて、外で遊んで運動するように心がける
ようになった。」等の声が寄せられた。その結果、高度肥満児が例年数名見られたが、令
和元年度４月は０となるなど、肥満児童への指導に効果が見られた。また、受診対象であ
る中等度以上肥満が、取り組み１年目13人(6.2%)から、２年目５人(3.1%)に減少した。一
方、なかなか変容が見られない数名の児童や家庭には、工夫を重ね、寄り添う気持ちで気
長に関わっていきたい。

　　 　本校には栄養教諭の在籍がないことから、中学校から来校していただいている。今年は
３年目になり、子ども達も自分の学校の先生のように、慣れた様子で授業を受けている。
２年間は全学年同じテーマで指導していただき、全校で同じ意識に近づくことができた。
このようなことから、これからも中学校の栄養教諭の協力を得ながら継続していきたい。

　　 　学級での給食指導は、担任が給食を教材ととらえ、指導している。おかわりを制限する
だけでなく、その様子を見て、運動をたくさんするようにうながす場面もある。体格から、
家庭で必要量を超えて食べていると予想される児童もいることから、学校給食の場で食事
の適切な量を身につけてほしい。また、家庭での食事量が適切になるように保護者への啓
発も継続していく。

　　 　現在の取組が、子どもたちの健康に生涯にわたって影響をもたらし、結果は後々に現れ
てくるものと思われる。これからも継続して取り組んでいきたい。



〈提 言 者〉

弘前市学校薬剤師会 会長　佐々木　克　典

八戸市学校薬剤師会 会長　小　池　智　彦

〈助 言 者〉

青森大学薬学部薬学科 教授　川　村　　　仁

第５分科会

ʮ�学校ڥӴੜ�ʯ

〈協 議 題〉

快適な学習環境をつくるための

学校環境衛生活動の進め方
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学校環境消毒について
学校環境消毒における消毒剤の有効性・持続性の確認

弘前市学校薬剤師会　会長　　佐々木　克　典
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䜘䜚䜘䛔Ꮫᰯ⎔ቃ⾨⏕䛾䛯䜑䛻 
ඵᡞᕷᏛᰯ⸆ᖌ䛾άື䛻䛴䛔䛶 
䝎䝙䜰䝺䝹䝀ン᳨ᰝ䛾⤖ᯝ䛛䜙     

ඵᡞᕷᏛᰯ⸆ᖌ 
㛗 ᑠụ ᬛᙪ 

௧2ᖺᗘ㟷᳃┴Ꮫᰯಖ䞉Ᏻ 
䞉⤥㣗◊✲   
   ➨ศ⛉ Ꮫᰯ⎔ቃ⾨⏕  

ඵᡞᕷᏛᰯ⸆ᖌ 

ᢸᙜ䜶リア 
•ඵᡞᕷᩍ⫱ጤဨ 
•㝵ୖ⏫ᩍ⫱ጤဨ 
•ᡞ⏫ᩍ⫱ጤဨ 
•༡㒊⏫ᩍ⫱ጤဨ 
•䛚いら䛫⏫ᩍ⫱ጤဨ 
ဨᩘ 䠕䠌ྡ䠄ṇဨ䠓5 ྡ、◊ಟဨ䠍5 ྡ䠅 
ᐃᮇ⎔ቃ᳨ᰝ、་⸆ရᩍ⫱、 
  ⸆≀⏝㜵Ṇᩍᐊの㛤ദ、ᒀ᳨ᰝ䠄ᗣデ᩿䠅 

⟶ෆのᑠᏛᰯ䞉中Ꮫᰯ、 
ᅜ❧ᰯ、┴❧ᰯ、 
⚾❧ᰯ、ᗂ⛶ᅬ、 
ᗂಖ㐃ᦠㄆᐃこ䛹もᅬ  
ィ1 6 8 ᰯをᢸᙜ 

䛿䛨䜑䛻 

 ඵᡞᕷᏛᰯ⸆ᖌでは、ᏛᰯಖᏳἲにᇶ
䛵きᏛᰯෆの㣧ᩱỈ、䝥ールのỈ㉁、ᩍᐊ➼の᫂
る䛥、空ẼのΎίᗘ、ダニアレルゲン᳨ᰝ、㦁㡢、
⤥㣗⏝タഛの⾨⏕な䛹をᐃᮇⓗに᳨ᰝしている。 

 これはᏊ౪たちがᏳ䞉ᛌ㐺に㐣䛤䛫るよ䛖Ꮫᰯ
の⎔ቃ⾨⏕を⟶⌮するためのなάືであり、
ᨵၿす䜉きⅬがあれ䜀、Ꮫᰯഃ、ᩍ⫱ጤဨ䜈も
ຓゝを⾜っている。 

ポイント 

ᩍᐊの空Ẽ 
 䖂ダニ又はダニアレルゲン᳨ᰝ㡯┠ 
 
Ꮫᰯ⎔ቃ⾨⏕ᇶ‽にᇶ䛵く⎔ቃ⾨⏕᳨ᰝ 
 
ᐃᮇ᳨ᰝのᐇがᏛᰯ⸆ᖌの⫋ົ 
 
᪥ᖖ᳨ᰝ䞉Ⅼ᳨䠖Ꮫᰯ⫋ဨによりẖ䛤とⅬ᳨ 

ダニ又はダニアレルゲン 

•喘息をはじめとするアレルギー症状を起こす原因の一つに 
ハウスダストがあり、ハウスダストの中でもダニの死骸、糞が 
よく知られている。 
 ダニアレルギーはチリダニとしてコナヒョウヒダニとヤケヒョ 
ウヒダニの2種類が知られている。 
 これらのダニの糞や死骸が乾燥して細かいちりとなって空 
中に舞い、それを吸い込んだ人がアレルギー症状を引き起 
こすもので、咬んだり刺したりするダニではない。 

よりよい学校環境衛生のために
八戸市学校薬剤師会の活動について　ダニアレルゲン検査の結果から

八戸市学校薬剤師会　会長　　小　池　智　彦
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䝎䝙ཪ䛿䝎䝙䜰䝺䝹䝀ン䛾⾨⏕᳨ᰝ䛾㏣ຍ 

• H 1 4 ᖺより ダニ䞉ダニアレルゲンの᳨ᰝがᚲ㡲。 
 
•アレルギー症状のあるඣ❺⏕ᚐ➼のቑຍ。 
•ダニ又はダニアレルゲンは、アレルギーを引き起こす 
せ因の一つであることから、ᗣでᛌ㐺なᩍᐊ➼⎔ቃ 
を⥔ᣢするためにダニやダニアレルゲンᑐ⟇が㔜せ。 
䞉ಖᐊのᐷල、䜹ー䝨䝑トᩜのᩍᐊ➼、ダニのⓎ⏕し
やすいሙᡤについて᳨ᰝする。 

 
 

䝎䝙䜰䝺䝹䝀ン᳨ᰝ≧ἣ䠄௧ඖᖺᗘ䠅 

                 ᑠᏛᰯ    4 9 ᰯ 
       中Ꮫᰯ    26 ᰯ 
       㧗ᰯ        1 7 ᰯ 
                 ≉ูᨭ        5 ᰯ 
       㧗ᑓ        1 ᰯ 
       ᗂ䞉ಖ⫱ᅬ   5 4 ᅬ 
 
       ྜィ      1 5 2ᰯ 㐺1 4 ᰯ䠄䠕. 䠎䠂䠅 
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ᤲ㝖ᶵ䛾‽ഛ䞉⟶⌮䠄䝜䝈䝹⟶⌮䠅 

•⾨⏕⟶⌮䠖ᕸᅋ䞉ᐷල⏝のᑓ⏝ᤲ㝖ᶵの☜ಖ 
 
•䜹ー䝨䝑ト、䝬䝑トのᑓ⏝ᤲ㝖ᶵの⏝ 
 
• 1 ᅇ/ ᖺのダニ᳨ᰝ䞉ᤲ㝖ᶵのⅬ᳨☜ㄆ 
 
•ᐷලの䜽リーニン䜾 1 ᅇ/ ᖺ ᐇ 
 

 
 

䜎䛸䜑 
•᪥ᮏに⏕息するチリダニの௦⾲である、コナヒョウダニ
とヤケヒョウダニによってダニアレルゲンが引き起こ䛥
れる。ከくのᅜ䚻でも⎔ቃ⾨⏕ୖのၥ㢟として㔜せど
䛥れている。 

 ⓶䠄䜅䛡䠅を㣗䜉て⏕άして䛚り、咬んだり刺したり
するダニではない。死骸がアレルギーの原因≀㉁。 
•ᗣでᛌ㐺なᩍᐊ⎔ቃを⥔ᣢするためには、䜎䛪ダニ
やダニアレルゲンの☜ㄆをすることがᚲせ。 
•ಖᐊのᐷල、䜹ー䝨䝑トᩍᐊ➼、ダニのⓎ⏕しやす
いሙᡤについて᳨ᰝをする。 
•ᮍ᳨ᰝᰯに䛚いては、䜎䛪᳨ᰝについて、ᩍ⫱ጤဨ
とよく┦ㄯし䛤᳨ウいただきたいと⪃䛘䜎す。 

  
 

௧ඖᖺᗘ䛾㐺䠄䠍䠐ᰯ䠅䛾ሙᡤ 
  

 
ᑠᏛᰯ  䠖䜹ー䝨䝑ト、ᰯ㛗ᐊいす、たた䜏 
中Ꮫᰯ  䠖⋞㛵䜹ー䝨䝑ト 
㧗  ᰯ  䠖䜹ー䝨䝑ト、ᐷල䠄䝬䝑トレス䠅 
≉ูᨭ䠖䜹ー䝨䝑ト  
ᗂ  ಖ  䠖䜹ー䝨䝑ト、䝬䝑ト 

ᤲ㝖のഛによるダニのⓎ⏕ 
  
 
 
 
 

㐺䛾ཎᅉ 

        
 
 

 
 

ᚋᥐ⨨䠄ᏛᰯಖᏳἲ䠅  
 
  ᇶ‽್を㉸䛘るሙྜは、㟁Ẽᤲ㝖ᶵを⏝いて᪥ᖖ
ⓗにᤲ㝖をᑀに⾜䛖➼、ᤲ㝖᪉ἲのᨵၿを⾜䛖こ
と。その㝿、㞟じん䝟䝑䜽や䝣䜱ル䝍ー➼のởれの状
ἣを☜ㄆし、㟁Ẽᤲ㝖ᶵの吸引⬟ຊがపୗしないよ
䛖にὀពするᚲせがある。 
  
  ಖᐊ➼のᐷලやᗂ⛶ᅬ➼に䛚いて༗╧⏝に
⏝するᐷලは、ᐃᮇⓗに乾燥を⾜䛖こと。䜎た、ᕸᅋ
䜹䝞ーや䝅ー䝒を䛡、⏝㢖ᗘ➼を⪃៖し㐺ษに
すること。のり䛡することによって、ᕸᅋの中
からのダニのฟ⌧を㜵䛠ことができる。 
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No 役 所属団体・役職 所属・職 氏　名

1 実行委員長 北五学校保健会 会　長 西北五医師会 田 中 正 彦

2 副実行委員長 北五学校保健会 副会長 三好小学校 校　長 土 岐 真 也

3 副実行委員長 北五学校保健会 副会長 五所川原小学校 校　長 原　　　真　紀

4 副実行委員長 五所川原市学校保健会 会　長 三輪小学校 校　長 三　橋　　　豊

5 副実行委員長 五所川原市学校保健会 副会長 五所川原小学校 校　長 千 葉 義 幸

6 副実行委員長 五所川原市学校保健会 副会長 五所川原第一中学校 養護教諭 小 林 良 子

7 実行委員 北五学校保健会 事務局 三好小学校 教　頭 小 島 史 靖

8 実行委員 五所川原市学校保健会 事務局 三輪小学校 教　頭 野 上 新 二

9 実行委員 五所川原市学校保健会 理　事 五所川原第二中学校 校　長 今　　　胤　志

10 実行委員 五所川原市学校保健会 理　事 金木小学校 校　長 工 藤 直 之

11 実行委員 五所川原市学校保健会 理　事 市浦中学校 養護教諭 石 黒 彩 佳

12 実行委員 五所川原市学校保健会 理　事 松島小学校 養護教諭 小　枝　満里菜

13 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 五所川原小学校 養護教諭 種 村 千 秋

14 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 南小学校 養護教諭 下　山　絵里子

15 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 中央小学校 養護教諭 齊　藤　奈保子

16 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 栄小学校 養護教諭 菊 地 真 紀

17 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 三輪小学校 養護教諭 藤 本 和 子

18 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 三好小学校 養護教諭 對 馬 智 子

19 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 三好小学校 養護助教諭 武 田 玲 子

20 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 東峰小学校 養護助教諭 白 川 淳 子

21 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 いずみ小学校 養護助教諭 野 呂 彩 織

22 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 金木小学校 養護教諭 江　良　恵美子

23 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 市浦小学校 養護教諭 山 本 智 美

24 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 五所川原第一中学校 養護教諭 山　内　はるみ

25 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 五所川原第二中学校 養護教諭 石　田　英理

26 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 五所川原第三中学校 養護教諭 吉　田　多可子

27 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 五所川原第四中学校 養護教諭 新 谷 賢 子

28 実行委員 五所川原市学校保健会 代議員 金木中学校 養護教諭 本　多　まどか

29 監事 北五学校保健会 監　事 小泊中学校 校　長 竹 内 信 広

30 監事 五所川原市小中学校長会 監　事 いずみ小学校 校　長 竹　田　　　裕

令和２年度 青森県学校保健・安全・給食研究大会�実行委員໊Ұཡ
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